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　都
内
で
勤
め
て
い
た
頃
、
通
勤
中
に
電

車
の
窓
か
ら
眺
め
て
い
た
景
色
は
高
い
ビ

ル
ば
か
り
で
、
仕
事
で
疲
れ
た
時
や
落
ち

込
ん
だ
時
に
は
、
そ
の
ず
っ
と
先
に
あ
る

地
元
、
守
門
の
山
々
を
思
い
出
し
て
は
癒

さ
れ
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

見
て
き
た
四
季
折
々
の
景
色
は
い
つ
も
心

の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
魚
沼
須

原
ス
キ
ー
場
の
山
頂
か
ら
の
景
色
は
最
高

で
、
紅
葉
し
た
山
々
が
夕
日
で
さ
ら
に
赤

く
染
ま
っ
た
時
の
雄
大
さ
や
、
冬
の
晴
れ

た
日
の
小
出
方
面
を
遠
く
ま
で
見
渡
せ
る

爽
快
な
雪
景
色
を
見
る
と
、
い
い
と
こ
ろ

だ
な
ぁ
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

　今
で
は
、
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
一
年
を
通
し
て
山
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
が
身
近
に
あ
る
こ

と
に
感
謝
し
、
守
門
の
素
敵
な
景
色
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
通
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
昨
年
の
９
月
か
ら

「
茶
の
間
の
会
」
が
中
止
に
な
り
こ
の
８

月
で
１
年
に
な
り
ま
す
。

　老
若
男
女
が
月
に
１
回
集
ま
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
情
報
収
集
の
場
と
し
て
楽

し
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
集

ま
る
こ
と
が
で
き
ず
に
残
念
で
す
。
今
年

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
で
応

援
を
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
が
１
年
延
び

た
こ
と
で
力
を
発
揮
で
き
な
い
選
手
が
か

わ
い
そ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。「
茶
の

間
の
会
」
も
年
寄
り
に
と
っ
て
は
、
ボ
ケ

防
止
に
有
効
な
場
で
あ
り
、
若
い
人
に
は

昔
の
歴
史
を
知
る
場
に
有
効
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
笑
い
も
あ
り
、
料
理
も
あ
り
、

そ
れ
を
つ
ま
み
に
、変
わ
っ
て
ゆ
く
も
の
、

変
わ
ら
な
い
で
良
い
も
の
な
ど
時
代
の
多

様
性
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
魚
沼
市
も
都

会
の
波
に
の
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
自
然
の

良
さ
と
人
の
良
さ
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
コ
ロ
ナ
後
は
観
光
客
が
日
本
の
内
外

を
問
わ
ず
訪
れ
、
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
魚
沼
市
議
会

と
議
員
一
人
ひ
と
り
が
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
に
対
す
る
不
安
や
、
将
来

へ
の
不
安
は
市
民
の
誰
も
が

感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
対
す
る
一
定
の

答
え
を
、
我
々
市
議
会
議
員

が
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
様
々
な
角
度
か

ら
の
議
論
が
議
会
の
中
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
、
当
委
員
会

も
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。「
こ
ん
に
ち
は

　魚

沼
市
議
会
で
す
」
が
リ
ア
ル

な
議
会
の
模
様
を
伝
え
、
議

員
と
市
民
が
縦
横
に
身
近
な

問
題
、
市
政
や
魚
沼
市
の
将

来
に
つ
い
て
大
い
に
語
る
姿

も
表
現
し
た
い
と
思
い
ま

す
。市
民
に
広
く
親
し
ま
れ
、

お
互
い
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
で
き
る
紙
面
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

（
大
平
恭
児
）

あ
と
が
き

市
民
の
声

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
街
づ
く
り
を

三
渕
沢

佐
藤
咲
恵
さ
ん

守
門
っ
て
、
い
い
と
こ
ろ

新
保

　
和
田
冨
貴
子
さ
ん

魚沼市議会
こんにちは

です
令和3年第2回定例会　No.74
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わが校
自慢

山崎うさきさん「蝶の夢世界」堀之内中学校　１年

議会TOPICS
お弁当を食べて飲食店を支援
　コロナ禍でダメージを受ける飲食店を応援しよ
うと、本会議中の昼食に市内飲食店のお弁当を利
用しています。議場内では白熱した議論が交わさ
れますが、昼食休憩では色とりどりのおかずにホッ
と一息つくことができます。

　堀
之
内
中
学
校
の
自
慢
は
生
徒
が
地

域
、保
護
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、元
気

で
明
る
い
挨
拶
を
し
、充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　今
年
度
は
一
人
一
端
末
の
整
備
が
進

み
、朝
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
時
間
に
P
C
で

ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
習
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。授
業
中
の

使
用
を
は
じ
め
、自
宅
に
持
ち
帰
っ

て
の
活
用
も
始
め
て
い
ま
す
。ア
ン

ケ
ー
ト「
学
校
に
提
案
し
よ
う
！
」で

寄
せ
ら
れ
た
生
徒
の
声
を
生
か
し
、

中
庭
の
噴
水
が
約
10
年（
？
）ぶ
り
に

復
活
し
ま
し
た
。今
後
も
様
々
な
場

面
で
の
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ゆーパーク薬師 元気すもんゆーパーク薬師

かねきかねきレストラン朱鷺レストラン朱鷺

元気すもん

7月のお弁当を紹介します

「魚沼テイクアウト＆

デリバリーおすすめ

情報まとめ」QRコード



23 魚沼市議会だより魚沼市議会だより

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

　令和３年第１回臨時会が５月28日に開催され、市長専決処分の議案を承認するとともに、令和３年度一般会計補
正予算（第２号）及び条例の一部改正を可決し、人権擁護委員候補者の推薦についてを適任としました。また、魚
沼市議会会議規則の一部改正を可決しました。
　また、令和３年第２回定例会が７月13日から７月29日までの17日間の会期で開かれました。初日に令和３年度
一般会計補正予算（第３号）を可決しました。
　７月15、16日には、15人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われました。
　７月29日の最終日には、請願及び市長より追加提案された権利を放棄する議案等の採決を行いました。その後、
一般会計補正予算（４号）及び市長給与１カ月分10％減給の条例の一部改正を審議し、可決しました。また、意見
書の提出についてを可決しました。
※議案賛否の結果は、３ページをご覧ください。

第１回臨時会・第２回定例会報告第１回臨時会・第２回定例会報告

主な市長行政報告主な市長行政報告

・水の郷工業団地における株式会社ブルボンの魚沼工場第 1 期建設工事が着工。また、東京ガスエンジニア

　リングソリューションズ株式会社による特別高圧共同受電事業の工事が着工。

・「もらっ得キャンペーン」について６月末までに 6,100 人が利用。さらに宿泊施設合宿誘客奨励金制度を新設。

・銀山平地区を魚沼市自然環境保全条例における動植物等保全地区として新たに指定。

・自治会の地域活動への支援策として各集会所に感染症対策キット等を配布。

・「下折立自治会に対する除雪車無償譲渡の違法・無効を求める損害賠償請求事件」は新潟地方裁判所におい

　て却下の決定が下された。

・「斎場建設瑕疵担保請求の違法・不当性に関する損害賠償請求事件」は最高裁判所としては受理しない旨の

　決定がされたことにより結審となった。

・塩沢信用組合より市政発展のために役立ててほしいとのご意向で 100 万円をご寄贈いただいた。

・魚沼特使の田中博之様より小出郷文化会館開館 25 周年を記念して絵画６点をご寄贈いただいた。

第１回臨時会・第２回定例会補正予算第１回臨時会・第２回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

362億1,115万5千円

補正額

△8億5,650万円

補正前の額

令和２年度魚沼市一般会計補正予算
（第９号）（専決処分）

370億6,765万5千円

子育て世帯生活支援特別給付金と諸費用285億4,500万円2,500万円
令和３年度魚沼市一般会計補正予算
（第１号）（専決処分）

285億2,000万円

PCR検査費用拡充、コロナワクチン経費追加、農業用
パイプハウス復旧支援、小出ボランティアセンターの
エレベーター設置

コロナ感染症対策、ふるさと納税ポータルサイトの経
費追加、FM難聴対策、私立保育園新設の整備交付金、
月岡公園補修工事、住宅リフォーム補助金追加

287億2,530万円1億8,030万円
令和３年度
魚沼市一般会計補正予算（第２号）

285億4,500万円

295億4,440万円8億1,910万円
令和３年度
魚沼市一般会計補正予算（第３号）

287億2,530万円

斎場瑕疵担保請求滞納繰越分の全額減額と財政調整基
金からの同額の繰り入れ295億4,440万円0円

令和3年度
魚沼市一般会計補正予算（第４号）

295億4,440万円

道路除雪経費の国庫補助金追加や財政調整基金、
ふるさと結基金繰入金の減額

第１回臨時会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第60号

議案
第63号

議案
第64号

◎
専決処分の承認
（専決第8号　令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第9号））

議案
第61号 ◎

専決処分の承認
（専決第9号　魚沼市税条例等の一部改正について）

議案
第67号 ◎

魚沼市国民健康保険条例の一部改正について
（新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正に伴い、所要の

改正を行うもの）

議案
第68号 ◎

魚沼市介護保険条例の一部改正について
（新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入が減

少した第１号被保険者に対する保険料の減免期間を延長する

ため、所要の改正を行うもの）

議案
第62号 ◎

議案
第65号 ◎

専決処分の承認
（専決第10号　魚沼市指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の一部改正について）

発議
第３号 ◎

魚沼市議会会議規則の一部改正について
（多様な人材の市議会への参画を促進する環境整備を図ると

ともに、政府の政策動向を踏まえ、所要の改正を行うもの）

議案
第66号 ◎

魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について
（新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入が減

少した被保険者に対する国民健康保険税の減免期間を延長

するため、所要の改正を行うもの）

◎
専決処分の承認
（専決第11号　令和3年度魚沼市一般会計補正予算（第1号））

◎令和3年度魚沼市一般会計補正予算（第2号）

議案
第69号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（赤土　櫻井みゆき氏）

議案
第70号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（東野名　穴沢俊蔵氏）

議案
第71号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（穴沢　佐藤英里氏）

予
　
　
　
算

条
　
　
　
　
例

人
　
　
　
事

条
　
　
　
例

議
員
発
議

発議
第５号 ◎

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1復元
に係る意見書の提出について

議
員
発
議

魚沼市税条例の一部改正について
（地方税法等の改正により固定資産税の特例期間が２年間延

長されること等に伴い、所要の改正を行うもの）

第２回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第72号

議案
第73号 ◎

議案
第74号 ◎

魚沼市芸術文化振興基金条例の廃止について

（魚沼市小出郷文化会館で実施する芸術文化の振興に資する

事業の財源に充てていた魚沼市芸術文化振興基金について、

全額取り崩したことから、当該条例を廃止するもの）

請願
第３号 ◎

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1復元
に係る意見書の採択を求める請願書

○令和3年度魚沼市一般会計補正予算（第3号）
議案

第76号 ◎財産（小型動力消防ポンプ付普通積載車３台）の取得について

議案
第77号 ◎財産（ロータリ除雪車）の取得について

議案
第78号 ◎財産（ロータリ除雪車）の取得について

議案
第79号 ◎財産（除雪ドーザ）の取得について

議案
第80号 ◎四日町排水ポンプ場土木工事請負契約の変更について

議案
第81号 〇権利の放棄について

条
　
　
　
　
例

議案
第75号 ◎財産（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車）の取得について

そ
　
　
の

　
　
他

請
　
願

魚沼市手数料徴収条例の一部改正について
（番号法の改正によるマイナンバーカード再交付手数料の徴

収主体の変更に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第83号 ◎

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について
（市の権利を放棄することに対する社会的影響を考慮し、その

責を負う市長の減給を提案するもの）

予
　
　
算 議案

第82号 ◎令和3年度魚沼市一般会計補正予算（第4号）

第
２
回
定
例
会

第
１
回
臨
時
会

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　－＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。

1
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16
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魚沼大地クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

そ
の
他

広報広聴特別委員会広報広聴特別委員会広報広聴特別委員会をご紹介しますをご紹介します
　第６期魚沼市議会のスタートに当たり、今までの広報編集

特別委員会からさらに広聴機能を強化し、広報広聴特別委員

会が６人のメンバーでスタートしました。

　広聴を加えたことで市議会が市民のみなさんに今まで以上

に広く親しまれるように活動をし、より魅力ある「こんにち

は魚沼市議会です」の発行と議会報告会等の市民との窓口と

して取り組んでまいります。

　皆様の声をお聞かせください！
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◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

◎＝全会一致　○＝賛成多数で可決・承認・採択・同意、適任　×＝否決・不採択・不承認

　令和３年第１回臨時会が５月28日に開催され、市長専決処分の議案を承認するとともに、令和３年度一般会計補
正予算（第２号）及び条例の一部改正を可決し、人権擁護委員候補者の推薦についてを適任としました。また、魚
沼市議会会議規則の一部改正を可決しました。
　また、令和３年第２回定例会が７月13日から７月29日までの17日間の会期で開かれました。初日に令和３年度
一般会計補正予算（第３号）を可決しました。
　７月15、16日には、15人の議員から市政全般にわたる一般質問が行われました。
　７月29日の最終日には、請願及び市長より追加提案された権利を放棄する議案等の採決を行いました。その後、
一般会計補正予算（４号）及び市長給与１カ月分10％減給の条例の一部改正を審議し、可決しました。また、意見
書の提出についてを可決しました。
※議案賛否の結果は、３ページをご覧ください。

第１回臨時会・第２回定例会報告第１回臨時会・第２回定例会報告

主な市長行政報告主な市長行政報告

・水の郷工業団地における株式会社ブルボンの魚沼工場第 1 期建設工事が着工。また、東京ガスエンジニア

　リングソリューションズ株式会社による特別高圧共同受電事業の工事が着工。

・「もらっ得キャンペーン」について６月末までに 6,100 人が利用。さらに宿泊施設合宿誘客奨励金制度を新設。

・銀山平地区を魚沼市自然環境保全条例における動植物等保全地区として新たに指定。

・自治会の地域活動への支援策として各集会所に感染症対策キット等を配布。

・「下折立自治会に対する除雪車無償譲渡の違法・無効を求める損害賠償請求事件」は新潟地方裁判所におい

　て却下の決定が下された。

・「斎場建設瑕疵担保請求の違法・不当性に関する損害賠償請求事件」は最高裁判所としては受理しない旨の

　決定がされたことにより結審となった。

・塩沢信用組合より市政発展のために役立ててほしいとのご意向で 100 万円をご寄贈いただいた。

・魚沼特使の田中博之様より小出郷文化会館開館 25 周年を記念して絵画６点をご寄贈いただいた。

第１回臨時会・第２回定例会補正予算第１回臨時会・第２回定例会補正予算
主　　な　　内　　容計

362億1,115万5千円

補正額

△8億5,650万円

補正前の額

令和２年度魚沼市一般会計補正予算
（第９号）（専決処分）

370億6,765万5千円

子育て世帯生活支援特別給付金と諸費用285億4,500万円2,500万円
令和３年度魚沼市一般会計補正予算
（第１号）（専決処分）

285億2,000万円

PCR検査費用拡充、コロナワクチン経費追加、農業用
パイプハウス復旧支援、小出ボランティアセンターの
エレベーター設置

コロナ感染症対策、ふるさと納税ポータルサイトの経
費追加、FM難聴対策、私立保育園新設の整備交付金、
月岡公園補修工事、住宅リフォーム補助金追加

287億2,530万円1億8,030万円
令和３年度
魚沼市一般会計補正予算（第２号）

285億4,500万円

295億4,440万円8億1,910万円
令和３年度
魚沼市一般会計補正予算（第３号）

287億2,530万円

斎場瑕疵担保請求滞納繰越分の全額減額と財政調整基
金からの同額の繰り入れ295億4,440万円0円

令和3年度
魚沼市一般会計補正予算（第４号）

295億4,440万円

道路除雪経費の国庫補助金追加や財政調整基金、
ふるさと結基金繰入金の減額

第１回臨時会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第60号

議案
第63号

議案
第64号

◎
専決処分の承認

（専決第8号　令和2年度魚沼市一般会計補正予算（第9号））

議案
第61号 ◎

専決処分の承認
（専決第9号　魚沼市税条例等の一部改正について）

議案
第67号 ◎

魚沼市国民健康保険条例の一部改正について
（新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正に伴い、所要の

改正を行うもの）

議案
第68号 ◎

魚沼市介護保険条例の一部改正について
（新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入が減

少した第１号被保険者に対する保険料の減免期間を延長する

ため、所要の改正を行うもの）

議案
第62号 ◎

議案
第65号 ◎

専決処分の承認
（専決第10号　魚沼市指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例の一部改正について）

発議
第３号 ◎

魚沼市議会会議規則の一部改正について
（多様な人材の市議会への参画を促進する環境整備を図ると

ともに、政府の政策動向を踏まえ、所要の改正を行うもの）

議案
第66号 ◎

魚沼市国民健康保険税条例の一部改正について
（新型コロナウイルス感染症の影響により一定程度収入が減

少した被保険者に対する国民健康保険税の減免期間を延長

するため、所要の改正を行うもの）

◎
専決処分の承認

（専決第11号　令和3年度魚沼市一般会計補正予算（第1号））

◎令和3年度魚沼市一般会計補正予算（第2号）

議案
第69号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（赤土　櫻井みゆき氏）

議案
第70号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（東野名　穴沢俊蔵氏）

議案
第71号 ◎人権擁護委員候補者の推薦について（穴沢　佐藤英里氏）

予
　
　
　
算

条
　
　
　
　
例

人
　
　
　
事

条
　
　
　
例

議
員
発
議

発議
第５号 ◎

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1復元
に係る意見書の提出について

議
員
発
議

魚沼市税条例の一部改正について
（地方税法等の改正により固定資産税の特例期間が２年間延

長されること等に伴い、所要の改正を行うもの）

第２回定例会議案等
付　　　議　　　事　　　件議案番号等

議決
結果

付　　　議　　　事　　　件議案番号等
議決
結果

議案
第72号

議案
第73号 ◎

議案
第74号 ◎

魚沼市芸術文化振興基金条例の廃止について

（魚沼市小出郷文化会館で実施する芸術文化の振興に資する

事業の財源に充てていた魚沼市芸術文化振興基金について、

全額取り崩したことから、当該条例を廃止するもの）

請願
第３号 ◎

30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度2分の1復元
に係る意見書の採択を求める請願書

○令和3年度魚沼市一般会計補正予算（第3号）
議案

第76号 ◎財産（小型動力消防ポンプ付普通積載車３台）の取得について

議案
第77号 ◎財産（ロータリ除雪車）の取得について

議案
第78号 ◎財産（ロータリ除雪車）の取得について

議案
第79号 ◎財産（除雪ドーザ）の取得について

議案
第80号 ◎四日町排水ポンプ場土木工事請負契約の変更について

議案
第81号 〇権利の放棄について

条
　
　
　
　
例

議案
第75号 ◎財産（災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車）の取得について

そ
　
　
の

　
　
他

請
　
願

魚沼市手数料徴収条例の一部改正について
（番号法の改正によるマイナンバーカード再交付手数料の徴

収主体の変更に伴い、所要の改正を行うもの）

議案
第83号 ◎

魚沼市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一
部改正について

（市の権利を放棄することに対する社会的影響を考慮し、その

責を負う市長の減給を提案するもの）

予
　
　
算 議案

第82号 ◎令和3年度魚沼市一般会計補正予算（第4号）

第
２
回
定
例
会

第
１
回
臨
時
会

賛否が分かれた上表の網かけの議案等について掲載 ○＝賛成　●＝反対　△＝棄権　欠＝欠席　－＝除斥　※＝議長は議決に加わりません。
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魚沼大地クラブ合　計 しんせいクラブ 会派所属なしみらいの風日本共産党 緑　晴　会

そ
の
他

広報広聴特別委員会広報広聴特別委員会広報広聴特別委員会をご紹介しますをご紹介します
　第６期魚沼市議会のスタートに当たり、今までの広報編集

特別委員会からさらに広聴機能を強化し、広報広聴特別委員

会が６人のメンバーでスタートしました。

　広聴を加えたことで市議会が市民のみなさんに今まで以上

に広く親しまれるように活動をし、より魅力ある「こんにち

は魚沼市議会です」の発行と議会報告会等の市民との窓口と

して取り組んでまいります。

　皆様の声をお聞かせください！
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一

般

質

問
（
通
告
順
）

一

般

質

問
（
通
告
順
）

医
療
職
員
用
宿
舎
整
備
に

つ
い
て
問
う

佐藤　　肇

　
　
　こ
の
度
、
市
立
小
出
病
院
内
に
お

い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
院
内
感
染

が
発
生
し
、
看
護
師
な
ど
一
部
職
員
が
自

宅
に
帰
れ
な
い
事
態
と
な
っ
た
。
将
来
の

人
材
確
保
・
福
利
厚
生
の
た
め
の
投
資
と

し
て
、
ま
た
、
医
療
業
務
継
続
・
危
機
管

理
の
施
策
と
し
て
市
立
小
出
病
院
に
医
療

職
員
用
宿
舎
整
備
は
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　宿
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
人
材
確

保
や
危
機
管
理
の
面
で
重
要
と
認
識
し
て

い
る
が
、
職
員
の
多
く
が
市
内
近
郊
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。
今
後
魚
沼
市
医
療
公
社
の

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

地
域
防
災
計
画
の
避
難
所
計
画
を
問
う

　
　
　洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
関
係

で
、
地
区
指
定
避
難
所
が
遠
く
な
り
、
徒

歩
避
難
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
各
自
治

会
、
町
内
会
等
と
協
議
を
行
い
、
高
齢
者

世
帯
に
対
す
る
声
掛
け
、
地
区
集
会
所
か

ら
指
定
避
難
所
ま
で
の
交
通
手
段
確
保
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　要
支
援
者
名
簿
を
自
治
会
等
に
提

供
し
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
安
否
確
認

等
を
行
う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。
今

後
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

進
め
る
中
で
、
交
通
手
段
確
保
へ
の
対
応

策
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　市
指
定
避
難
所
の
参
集
範
囲
は
広

域
で
、
地
元
の
町
内
会
単
独
で
の
避
難
所

対
応
は
難
し
い
。
指
定
避
難
所
に
関
係
す

る
全
町
内
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を

メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
避
難
所
毎
に
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　地
域
の
防
災
計
画
も
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
防
災
士
の
活
用
も
含
め
、
策
定

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

答答

問問

問

答

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
対
策
を
問
う

佐藤　敏雄

　
　
　当
市
は
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
中
で
、
不
足
し
て
い
る
介
護
老
人
施

設
の
入
所
定
員
を
50
床
増
加
さ
せ
る
と
計

画
し
た
が
、
い
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。
平

成
31
年
の
県
調
査
で
、
魚
沼
市
の
施
設
入

所
希
望
者
は
２
３
８
名
だ
が
、
待
機
者
数

は
さ
ら
に
増
え
て
い
る
と
思
う
。
８
期
計

画
も
同
様
の
計
画
だ
が
な
ぜ
上
乗
せ
し
な

い
の
か
。
市
内
法
人
と
支
援
策
等
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
か
。
事
業
主
体
を
地
元

以
外
に
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　介
護
人
材
不
足
で
計
画
が
進
ん
で

い
な
い
。
市
内
関
係
法
人
と
協
議
中
で
あ

る
。
市
内
法
人
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場

合
は
市
外
も
検
討
す
る
。

今
泉
養
鶏
団
地
に
つ
い
て
問
う

　
　
　今
泉
養
鶏
団
地
は
、
長
年
に
わ
た

り
地
域
産
業
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
平
成

27
年
に
全
面
廃
業
と
な
り
、
16
棟
あ
っ
た

鶏
舎
が
倒
壊
し
て
危
険
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
近
く
に
保
育
園
や
一
般
住
宅
も
あ

り
、
建
物
の
飛
散
や
有
害
鳥
獣
の
被
害
等

の
心
配
も
あ
り
、
地
元
区
か
ら
市
に
対
し

て
撤
去
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
元

J
A
関
係
者
が
解
決
に
向
け
努
力
を
重
ね

て
き
た
が
、
今
現
在
は
交
渉
を
中
断
し
て

い
る
。
危
険
な
状
態
が
長
期
に
な
っ
て
お

り
、
早
期
解
決
に
は
市
の
関
与
が
不
可
欠

で
あ
り
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待

す
る
。

　
　
　個
人
的
に
現
場
を
３
回
ほ
ど
見
に

行
っ
て
い
る
が
、
民
間
の
所
有
で
あ
り
、

所
有
者
に
早
期
撤
去
の
依
頼
を
し
て
い
る
。

　
　
　早
期
撤
去
に
対
し
て
、
市
の
最
高

責
任
者
と
し
て
の
決
意
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
　意
見
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
ま
す
。

答答

問問

問

答

免
許
証
を
持
た
な
い
市
民

の
移
動
手
段
に
つ
い
て

浅井　宏昭

　
　
　

 

免
許
証
返
納
者
に
対
し
て
魚
沼

市
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
共
通
回
数
券（
２
２
，

０
０
０
円
分
）
を
返
納
時
に
１
度
だ
け
交

付
し
て
い
る
が
、
山
間
部
に
住
ん
で
い
る

市
民
と
中
心
部
に
住
ん
で
い
る
市
民
を
同

じ
条
件
で
考
え
て
も
よ
い
の
か
。

　
　
　あ
く
ま
で
も
自
主
返
納
制
度
を
促

進
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
同
じ
条
件
で
交
付
し
て
い
る
の

で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　
　
　大
白
川
の
住
民
が
日
中
に
急
用
で

タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
小
出
病
院
ま
で
行
く

と
片
道
9
，
0
0
0
円
程
度
か
か
る
。
往

復
す
る
と
回
数
券
を
ほ
ぼ
使
い
切
っ
て
し

ま
う
が
、
中
心
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
免
許

返
納
者
の
高
齢
者
に
対
し
て
こ
の
ま
ま
の

対
応
で
い
い
の
か
。「
中
心
部
の
人
の
生

活
と
山
間
部
に
住
む
者
を
同
じ
物
差
し
で

考
え
て
も
ら
っ
て
は
困
る
」
と
い
う
市
民

の
声
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
け
ば
市
民
の
生
活
が
楽
に
な
る

の
か
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　ど
う
や
っ
た
ら
山
間
部
の
方
が
病

院
や
買
い
物
に
安
全
に
行
け
る
か
検
討
し

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　決
し
て
無
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
。

　
　
　免
許
証
を
持
た
な
い
市
民
を
継
続

し
て
支
援
し
て
い
け
る
体
制
を
整
え
る
べ

き
と
考
え
る
が
今
の
体
制
の
ま
ま
で
い
い

の
か
。

　
　
　免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す
る
制

度
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
が
継
続
し

た
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
福
祉
分

野
の
拡
充
を
含
め
よ
り
良
い
制
度
の
構
築

が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　全
国
各
地
で
公
共
交
通
の
助
成
を

取
り
入
れ
て
い
る
自
治
体
が
多
く
あ
る

が
、
魚
沼
市
で
も
継
続
し
て
支
援
し
て
い

け
る
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
の
よ
う
な
割
引

制
度
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　持
続
可
能
な
よ
り
良
い
制
度
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
に
、「
若
者
の
声
を
取
り
入

れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

答答

問問

問問

答答 　平
成
25
年
の
土
地
売
買
契
約
に
よ
り
、
市

が
斎
場
建
設
用
地
と
し
て
取
得
し
た
土
地
の

廃
棄
物
類
の
処
分
経
費
の
う
ち
、
隠
れ
た
瑕

疵
に
係
る
売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
に
基
づ
く

損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
市
の
債
権
と

し
て
保
有
す
べ
き
権
利
で
は
な
い
と
認
め
る

た
め
、
提
案
す
る
。

●
令
和
3
年
度
予
算
に
瑕
疵
担
保
請
求
を
で

き
る
権
利
を
行
使
す
る
と
歳
入
に
そ
の
金
額

が
計
上
さ
れ
議
会
議
決
し
た
。
審
査
過
程
で

は
放
棄
を
し
た
ら
ど
う
か
と
質
疑
も
あ
る

中
、
当
初
予
算
で
市
長
は
行
政
の
継
続
性
の

重
要
性
の
も
と
計
上
し
、
機
を
見
て
精
査
す

る
と
し
た
。
今
回
の
提
案
は
ど
う
精
査
し
て

請
求
で
き
る
権
利
を
放
棄
す
る
政
治
判
断
に

至
っ
た
か
。
そ
の
明
確
な
根
拠
や
判
断
材
料

に
つ
い
て
説
明
が
で
き
な
い
限
り
こ
の
時
期

の
請
求
を
で
き
る
権
利
の
放
棄
の
提
案
に
は

反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

●
①
根
拠
と
し
た
実
例
が
国
の
機
関
の
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
信
用
性
が
高
い
。

②
国
の
実
例
で
は
瑕
疵
担
保
責
任
を
追
及

す
る
際
、
一
般
私
人
よ
り
高
度
な
注
意
義

務
が
求
め
ら
れ
、
善
意
・
無
過
失
が
争
点

と
な
っ
た
場
合
、
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
た
め
断
念
す
る
と
判
断
し
て
い

る
。
当
市
が
瑕
疵
担
保
責
任
を
追
及
す
る

権
利
は
あ
る
が
損
害
賠
償
請
求
権
を
放
棄

す
る
と
の
提
案
理
由
と
矛
盾
し
て
い
な
い
。

③
訴
訟
中
の
債
権
放
棄
の
議
決
は
無
効
と

の
判
例
が
あ
り
、
最
高
裁
の
結
審
が
で
た

現
時
点
で
の
提
案
は
最
善
の
提
案
時
期
で

あ
る
。
以
上
３
点
が
賛
成
す
る
理
由
で
あ
る
。

●
長
年
裁
判
で
勝
ち
続
け
て
き
た
こ
の
問

題
に
魚
沼
市
自
ら
決
着
を
付
け
る
こ
と
は

大
い
に
評
価
す
る
。
し
か
し
、
議
会
で
の

答
弁
と
違
う
対
応
で
あ
り
、
市
民
に
誤
解

が
生
じ
な
い
よ
う
な
説
明
が
必
要
だ
。
前

地
権
者
に
弁
償
金
の
徴
収
を
督
促
し
続
け

て
き
た
問
題
で
あ
り
、
転
換
を
図
る
市
長

の
判
断
は
大
変
重
い
。
な
お
、
今
後
同
様

な
事
例
が
起
き
な
い
よ
う
、
よ
り
一
層
慎

重
で
丁
寧
な
事
務
執
行
を
求
め
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

提
案
理
由

賛
成
討
論

賛
成
討
論

で

16

1

対
16

1

対

賛
成

反
対

賛
成

反
対

で

議
案
第
81
号

議
案
第
81
号

「
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
」

「
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
」
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一

般

質

問
（
通
告
順
）

一

般

質

問
（
通
告
順
）

医
療
職
員
用
宿
舎
整
備
に

つ
い
て
問
う

佐藤　　肇

　
　
　こ
の
度
、
市
立
小
出
病
院
内
に
お

い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
院
内
感
染

が
発
生
し
、
看
護
師
な
ど
一
部
職
員
が
自

宅
に
帰
れ
な
い
事
態
と
な
っ
た
。
将
来
の

人
材
確
保
・
福
利
厚
生
の
た
め
の
投
資
と

し
て
、
ま
た
、
医
療
業
務
継
続
・
危
機
管

理
の
施
策
と
し
て
市
立
小
出
病
院
に
医
療

職
員
用
宿
舎
整
備
は
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
　宿
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、
人
材
確

保
や
危
機
管
理
の
面
で
重
要
と
認
識
し
て

い
る
が
、
職
員
の
多
く
が
市
内
近
郊
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。
今
後
魚
沼
市
医
療
公
社
の

意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

地
域
防
災
計
画
の
避
難
所
計
画
を
問
う

　
　
　洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
関
係

で
、
地
区
指
定
避
難
所
が
遠
く
な
り
、
徒

歩
避
難
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
。
各
自
治

会
、
町
内
会
等
と
協
議
を
行
い
、
高
齢
者

世
帯
に
対
す
る
声
掛
け
、
地
区
集
会
所
か

ら
指
定
避
難
所
ま
で
の
交
通
手
段
確
保
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　要
支
援
者
名
簿
を
自
治
会
等
に
提

供
し
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
安
否
確
認

等
を
行
う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。
今

後
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

進
め
る
中
で
、
交
通
手
段
確
保
へ
の
対
応

策
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　市
指
定
避
難
所
の
参
集
範
囲
は
広

域
で
、
地
元
の
町
内
会
単
独
で
の
避
難
所

対
応
は
難
し
い
。
指
定
避
難
所
に
関
係
す

る
全
町
内
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を

メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
避
難
所
毎
に
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　地
域
の
防
災
計
画
も
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
防
災
士
の
活
用
も
含
め
、
策
定

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

答答

問問

問

答

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
対
策
を
問
う

佐藤　敏雄

　
　
　当
市
は
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
中
で
、
不
足
し
て
い
る
介
護
老
人
施

設
の
入
所
定
員
を
50
床
増
加
さ
せ
る
と
計

画
し
た
が
、
い
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。
平

成
31
年
の
県
調
査
で
、
魚
沼
市
の
施
設
入

所
希
望
者
は
２
３
８
名
だ
が
、
待
機
者
数

は
さ
ら
に
増
え
て
い
る
と
思
う
。
８
期
計

画
も
同
様
の
計
画
だ
が
な
ぜ
上
乗
せ
し
な

い
の
か
。
市
内
法
人
と
支
援
策
等
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
る
か
。
事
業
主
体
を
地
元

以
外
に
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　介
護
人
材
不
足
で
計
画
が
進
ん
で

い
な
い
。
市
内
関
係
法
人
と
協
議
中
で
あ

る
。
市
内
法
人
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場

合
は
市
外
も
検
討
す
る
。

今
泉
養
鶏
団
地
に
つ
い
て
問
う

　
　
　今
泉
養
鶏
団
地
は
、
長
年
に
わ
た

り
地
域
産
業
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
平
成

27
年
に
全
面
廃
業
と
な
り
、
16
棟
あ
っ
た

鶏
舎
が
倒
壊
し
て
危
険
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
近
く
に
保
育
園
や
一
般
住
宅
も
あ

り
、
建
物
の
飛
散
や
有
害
鳥
獣
の
被
害
等

の
心
配
も
あ
り
、
地
元
区
か
ら
市
に
対
し

て
撤
去
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。
元

J
A
関
係
者
が
解
決
に
向
け
努
力
を
重
ね

て
き
た
が
、
今
現
在
は
交
渉
を
中
断
し
て

い
る
。
危
険
な
状
態
が
長
期
に
な
っ
て
お

り
、
早
期
解
決
に
は
市
の
関
与
が
不
可
欠

で
あ
り
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待

す
る
。

　
　
　個
人
的
に
現
場
を
３
回
ほ
ど
見
に

行
っ
て
い
る
が
、
民
間
の
所
有
で
あ
り
、

所
有
者
に
早
期
撤
去
の
依
頼
を
し
て
い
る
。

　
　
　早
期
撤
去
に
対
し
て
、
市
の
最
高

責
任
者
と
し
て
の
決
意
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
　意
見
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
ま
す
。

答答

問問

問

答

免
許
証
を
持
た
な
い
市
民

の
移
動
手
段
に
つ
い
て

浅井　宏昭

　
　
　

 

免
許
証
返
納
者
に
対
し
て
魚
沼

市
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
共
通
回
数
券（
２
２
，

０
０
０
円
分
）
を
返
納
時
に
１
度
だ
け
交

付
し
て
い
る
が
、
山
間
部
に
住
ん
で
い
る

市
民
と
中
心
部
に
住
ん
で
い
る
市
民
を
同

じ
条
件
で
考
え
て
も
よ
い
の
か
。

　
　
　あ
く
ま
で
も
自
主
返
納
制
度
を
促

進
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
同
じ
条
件
で
交
付
し
て
い
る
の

で
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　
　
　大
白
川
の
住
民
が
日
中
に
急
用
で

タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
小
出
病
院
ま
で
行
く

と
片
道
9
，
0
0
0
円
程
度
か
か
る
。
往

復
す
る
と
回
数
券
を
ほ
ぼ
使
い
切
っ
て
し

ま
う
が
、
中
心
部
か
ら
遠
く
離
れ
た
免
許

返
納
者
の
高
齢
者
に
対
し
て
こ
の
ま
ま
の

対
応
で
い
い
の
か
。「
中
心
部
の
人
の
生

活
と
山
間
部
に
住
む
者
を
同
じ
物
差
し
で

考
え
て
も
ら
っ
て
は
困
る
」
と
い
う
市
民

の
声
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
け
ば
市
民
の
生
活
が
楽
に
な
る

の
か
市
長
の
見
解
は
。

　
　
　ど
う
や
っ
た
ら
山
間
部
の
方
が
病

院
や
買
い
物
に
安
全
に
行
け
る
か
検
討
し

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　決
し
て
無
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
。

　
　
　免
許
証
を
持
た
な
い
市
民
を
継
続

し
て
支
援
し
て
い
け
る
体
制
を
整
え
る
べ

き
と
考
え
る
が
今
の
体
制
の
ま
ま
で
い
い

の
か
。

　
　
　免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す
る
制

度
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
が
継
続
し

た
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
福
祉
分

野
の
拡
充
を
含
め
よ
り
良
い
制
度
の
構
築

が
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
　全
国
各
地
で
公
共
交
通
の
助
成
を

取
り
入
れ
て
い
る
自
治
体
が
多
く
あ
る

が
、
魚
沼
市
で
も
継
続
し
て
支
援
し
て
い

け
る
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」
の
よ
う
な
割
引

制
度
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　持
続
可
能
な
よ
り
良
い
制
度
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
に
、「
若
者
の
声
を
取
り
入

れ
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

答答

問問

問問

答答 　平
成
25
年
の
土
地
売
買
契
約
に
よ
り
、
市

が
斎
場
建
設
用
地
と
し
て
取
得
し
た
土
地
の

廃
棄
物
類
の
処
分
経
費
の
う
ち
、
隠
れ
た
瑕

疵
に
係
る
売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
に
基
づ
く

損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
市
の
債
権
と

し
て
保
有
す
べ
き
権
利
で
は
な
い
と
認
め
る

た
め
、
提
案
す
る
。

●
令
和
3
年
度
予
算
に
瑕
疵
担
保
請
求
を
で

き
る
権
利
を
行
使
す
る
と
歳
入
に
そ
の
金
額

が
計
上
さ
れ
議
会
議
決
し
た
。
審
査
過
程
で

は
放
棄
を
し
た
ら
ど
う
か
と
質
疑
も
あ
る

中
、
当
初
予
算
で
市
長
は
行
政
の
継
続
性
の

重
要
性
の
も
と
計
上
し
、
機
を
見
て
精
査
す

る
と
し
た
。
今
回
の
提
案
は
ど
う
精
査
し
て

請
求
で
き
る
権
利
を
放
棄
す
る
政
治
判
断
に

至
っ
た
か
。
そ
の
明
確
な
根
拠
や
判
断
材
料

に
つ
い
て
説
明
が
で
き
な
い
限
り
こ
の
時
期

の
請
求
を
で
き
る
権
利
の
放
棄
の
提
案
に
は

反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

●
①
根
拠
と
し
た
実
例
が
国
の
機
関
の
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
信
用
性
が
高
い
。

②
国
の
実
例
で
は
瑕
疵
担
保
責
任
を
追
及

す
る
際
、
一
般
私
人
よ
り
高
度
な
注
意
義

務
が
求
め
ら
れ
、
善
意
・
無
過
失
が
争
点

と
な
っ
た
場
合
、
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
た
め
断
念
す
る
と
判
断
し
て
い

る
。
当
市
が
瑕
疵
担
保
責
任
を
追
及
す
る

権
利
は
あ
る
が
損
害
賠
償
請
求
権
を
放
棄

す
る
と
の
提
案
理
由
と
矛
盾
し
て
い
な
い
。

③
訴
訟
中
の
債
権
放
棄
の
議
決
は
無
効
と

の
判
例
が
あ
り
、
最
高
裁
の
結
審
が
で
た

現
時
点
で
の
提
案
は
最
善
の
提
案
時
期
で

あ
る
。
以
上
３
点
が
賛
成
す
る
理
由
で
あ
る
。

●
長
年
裁
判
で
勝
ち
続
け
て
き
た
こ
の
問

題
に
魚
沼
市
自
ら
決
着
を
付
け
る
こ
と
は

大
い
に
評
価
す
る
。
し
か
し
、
議
会
で
の

答
弁
と
違
う
対
応
で
あ
り
、
市
民
に
誤
解

が
生
じ
な
い
よ
う
な
説
明
が
必
要
だ
。
前

地
権
者
に
弁
償
金
の
徴
収
を
督
促
し
続
け

て
き
た
問
題
で
あ
り
、
転
換
を
図
る
市
長

の
判
断
は
大
変
重
い
。
な
お
、
今
後
同
様

な
事
例
が
起
き
な
い
よ
う
、
よ
り
一
層
慎

重
で
丁
寧
な
事
務
執
行
を
求
め
る
。

反
対
討
論

反
対
討
論

提
案
理
由

賛
成
討
論

賛
成
討
論

で

16

1

対
16

1

対

賛
成

反
対

賛
成

反
対

で

議
案
第
81
号

議
案
第
81
号

「
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
」

「
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
」
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一

般

質

問
（
通
告
順
）

一

般

質

問
（
通
告
順
）

旧
市
立
堀
之
内
病
院
、現
在
の
堀
之
内

医
療
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

星野みゆき

　
　
　現
在
の
堀
之
内
医
療
セ
ン
タ
ー
の
場

所
に
介
護
施
設
の
開
設
を
望
む
声
が
多
い
。

　第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け

る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
の
整
備

を
進
め
る
と
の
計
画
の
進

　状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　市
内
の
関
係
法
人
と
の
間
で
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　
　
　介
護
施
設
を
い
つ
ま
で
に
つ
く
り

上
げ
る
と
い
う
計
画
を
提
示
し
、
市
民
に

知
ら
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中

で
整
備
す
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い

る
。
今
後
の
進

　状
況
は
市
民
に
お
知
ら

せ
す
る
時
期
も
含
め
て
検
討
す
る
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
　乗
合
タ
ク
シ
ー
が
乗
り
入
れ
て
い

な
い
所
へ
の
説
明
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　約
10
年
前
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
取

組
開
始
当
時
、
路
線
バ
ス
廃
止
等
に
と
も

な
う
代
替
と
し
て
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証

運
行
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
路
線
バ
ス

沿
線
の
た
め
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
現
運
行
区

域
外
と
な
っ
た
皆
様
に
も
当
時
か
ら
理
解

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
規
に
運
行
で
き

な
い
か
な
ど
の
相
談
、
問
い
合
わ
せ
も
あ

る
こ
と
か
ら
、丁
寧
な
説
明
を
し
な
が
ら
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　魚
沼
市
公
共
交
通
計
画
に
お
い

て
、
利
用
者
の
要
望
等
を
情
報
交
換
す
る

機
会
を
設
け
る
と
し
て
い
る
が
、
計
画
の

進

　状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　今
の
と
こ
ろ
直
接
開
催
は
で
き
て

い
な
い
が
、
運
行
計
画
の
協
議
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
る
各
地
域
の
連
合
区
長
等
と

相
談
し
な
が
ら
利
用
者
の
声
を
生
か
し
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
充
実
と
運
行
効
果
を
高

め
た
い
。

答答

問問問

問

答答

市
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名

称
変
更
に
つ
い
て
市
民
の
合

意
形
成
の
図
り
方
は
ど
う
か

遠藤　徳一

　
　
　

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
数
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る
。
市
長
は
公

約
実
現
に
向
け
活
動
を
始
め
た
訳
だ
が
名

称
等
は
長
き
に
わ
た
り
利
用
し
て
い
る
と

愛
着
形
成
や
名
称
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
な
っ

て
い
て
賛
否
に
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る

と
思
う
。
特
に
魚
沼
圏
域
や
定
住
自
立
圏

域
の
締
結
を
結
ん
だ
自
治
体
間
で
捉
え
た

場
合
、
持
ち
合
わ
せ
る
資
源
や
イ
メ
ー
ジ

が
類
似
を
し
て
い
て
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

で
生
業
を
立
て
て
い
る
民
間
事
業
者
も
多

い
中
、
ど
の
よ
う
に
し
て
市
民
や
事
業
者

に
理
解
を
求
め
合
意
を
図
る
か
。

　
　
　長
岡
市
や
近
隣
自
治
体
の
首
長
と

は
正
式
に
面
会
し
思
い
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
好
意
的
だ
っ
た
。
ネ
ク
ス
コ
東
日
本

と
の
協
議
に
も
機
を
見
て
入
り
た
い
。
計

画
と
し
て
合
併
20
年
の
令
和
６
年
を
目
途

と
考
え
る
。
市
民
参
画
と
し
て
は
協
議
会

の
立
ち
上
げ
、
名
称
等
も
含
む
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
も
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
市
長
の

「
語
ら
ん
会
」
等
出
向
く
行
事
で
発
信
す

る
中
で
反
対
意
見
の
払
拭
や
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
理
解
を
求
め
た

い
。
こ
の
こ
と
が
合
意
形
成
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

通
学
路
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　
　通
学
路
に
お
い
て
痛
ま
し
い
事
故

が
千
葉
県
八
街
市
で
発
生
し
、
八
街
市
は

要
望
書
等
も
踏
ま
え
危
険
箇
所
と
認
識
し

て
い
た
が
財
政
上
の
問
題
と
し
て
、
予
算

措
置
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
会
見
し
て

い
る
。
当
市
は
事
故
後
調
査
聞
き
取
り
等

の
対
応
を
取
っ
て
来
た
か
。

　
　
　数
件
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

た
が
、
年
間
を
通
じ
現
地
調
査
も
含
め
関

係
機
関
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
い
る
。
今
回
は
国
の
通
達
も
あ
り
、
幹

線
道
路
の
抜
け
道
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な

通
学
路
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
い
。
こ
の

度
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
件
が
悔
や
ま
れ

る
が
将
来
を
担
う
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
も
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

答

問

問

答

市
内
ス
キ
ー
場
の
持
続
化

に
つ
い
て

横山　正樹

　
　
　市
内
ス
キ
ー
場
の
価
値
と
必
要
性

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　観
光
面
で
は
冬
季
の
誘
客
の
場
で

あ
り
、
特
に
農
業
従
事
者
等
の
冬
季
雇
用

の
場
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
健
康
増
進

の
た
め
の
重
要
な
施
設
で
も
あ
り
、
そ
の

効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
　
　ス
キ
ー
場
持
続
化
に
「
市
内
ス
キ

ー
場
検
討
委
員
会
（
仮
称
）」
の
設
置
が

必
要
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　運
営
事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
関

係
者
の
意
見
を
聴
く
場
を
設
け
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
市
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　ス
キ
ー
場
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン

の
利
活
用
と
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
　グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
利
活
用
は

持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運
営
で
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
特
色
あ
る
様
々
な
取
組
が
さ

ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
世
帯
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

に
つ
い
て

　
　
　高
齢
者
世
帯
の
日
常
生
活
で
買

物
、通
院
、除
雪
等
、困
難
な
状
況
が
あ
る
。

そ
の
対
策
を
問
う
。

　
　
　タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
、除
雪
援
助
、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
等
の
生
活
援
助
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
住
民
同
士
の
共
助
事
業

に
つ
い
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　人
口
減
少
・
高
齢
化
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
ど
ん
な
対
策
・
施
策
が
必

要
と
考
え
て
い
る
か
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　今
後
、
自
治
会
活
動
の
継
続
が
で

き
な
く
な
る
集
落
が
出
て
く
る
と
危
惧
し

て
い
る
。
集
落
支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
や
、
共
助
事
業
に
対
す
る
支

援
制
度
の
見
直
し
等
、
安
心
し
て
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

答答

問

問問

問問 答答答

観
光
政
策
と
地
域
活
性
化

に
つ
い
て

星　　直樹

　
　
　

 

市
内
の
観
光
地
を
中
心
に
小
便

器
の
自
動
洗
浄
、
洋
式
温
水
洗
浄
便
座
な

ど
ト
イ
レ
の
改
修
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　指
定
管
理
施
設
等
を
対
象
に
し
た

昨
年
度
の
調
査
で
は
、
小
便
器
の
う
ち
約

35
％
が
自
動
水
洗
非
対
応
、
洋
式
便
器
の

う
ち
約
50
％
が
温
水
洗
浄
非
対
応
と
な
っ

て
い
る
。
快
適
性
向
上
を
図
る
た
め
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
飲
食
店

支
援
に
つ
い
て

 

　
　
　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
加
盟
店

募
集
に
お
い
て
、
市
内
の
商
工
会
加
盟
店

舗
で
小
規
模
事
業
者
は
市
外
に
本
店
が
あ

っ
て
も
対
象
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　対
象
店
舗
に
つ
い
て
多
く
の
意
見

が
あ
っ
た
た
め
、
本
年
度
の
商
品
券
発
売

前
に
商
工
会
連
絡
協
議
会
で
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
市
内
に
本
店
が
あ
る
こ
と
が
要

件
と
な
っ
た
。
現
時
点
で
次
回
の
商
品
券

事
業
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後
も
市
民
や

事
業
者
の
意
見
を
踏
ま
え
効
果
が
最
大
限

に
発
揮
さ
れ
る
制
度
設
計
に
努
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
に
つ
い
て

　
　
　保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
の
一
時
預
か
り
の
シ
ス
テ
ム
を
見
直

し
、
子
育
て
支
援
充
実
を
図
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　各
保
育
園
の
状
況
に
よ
り
利
用
を

断
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の

が
実
態
で
あ
る
。
保
育
園
だ
け
で
な
く
地

域
で
子
育
て
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
の
助
成
を
本
年

度
か
ら
開
始
し
、
一
時
預
か
り
と
同
料
金

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
事
業
の
見
直
し
を

行
な
っ
た
。

答

問問

問

答答
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一

般

質

問
（
通
告
順
）

一

般

質

問
（
通
告
順
）

旧
市
立
堀
之
内
病
院
、現
在
の
堀
之
内

医
療
セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

星野みゆき

　
　
　現
在
の
堀
之
内
医
療
セ
ン
タ
ー
の
場

所
に
介
護
施
設
の
開
設
を
望
む
声
が
多
い
。

　第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
け

る
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
の
整
備

を
進
め
る
と
の
計
画
の
進

　状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　市
内
の
関
係
法
人
と
の
間
で
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　
　
　介
護
施
設
を
い
つ
ま
で
に
つ
く
り

上
げ
る
と
い
う
計
画
を
提
示
し
、
市
民
に

知
ら
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中

で
整
備
す
る
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い

る
。
今
後
の
進

　状
況
は
市
民
に
お
知
ら

せ
す
る
時
期
も
含
め
て
検
討
す
る
。

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
充
実
に
つ
い
て

　
　
　乗
合
タ
ク
シ
ー
が
乗
り
入
れ
て
い

な
い
所
へ
の
説
明
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　約
10
年
前
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
取

組
開
始
当
時
、
路
線
バ
ス
廃
止
等
に
と
も

な
う
代
替
と
し
て
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証

運
行
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
路
線
バ
ス

沿
線
の
た
め
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
現
運
行
区

域
外
と
な
っ
た
皆
様
に
も
当
時
か
ら
理
解

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
規
に
運
行
で
き

な
い
か
な
ど
の
相
談
、
問
い
合
わ
せ
も
あ

る
こ
と
か
ら
、丁
寧
な
説
明
を
し
な
が
ら
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　魚
沼
市
公
共
交
通
計
画
に
お
い

て
、
利
用
者
の
要
望
等
を
情
報
交
換
す
る

機
会
を
設
け
る
と
し
て
い
る
が
、
計
画
の

進

　状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　今
の
と
こ
ろ
直
接
開
催
は
で
き
て

い
な
い
が
、
運
行
計
画
の
協
議
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
る
各
地
域
の
連
合
区
長
等
と

相
談
し
な
が
ら
利
用
者
の
声
を
生
か
し
、

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
充
実
と
運
行
効
果
を
高

め
た
い
。

答答

問問問

問

答答

市
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
名

称
変
更
に
つ
い
て
市
民
の
合

意
形
成
の
図
り
方
は
ど
う
か

遠藤　徳一

　
　
　

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
数
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る
。
市
長
は
公

約
実
現
に
向
け
活
動
を
始
め
た
訳
だ
が
名

称
等
は
長
き
に
わ
た
り
利
用
し
て
い
る
と

愛
着
形
成
や
名
称
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
な
っ

て
い
て
賛
否
に
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る

と
思
う
。
特
に
魚
沼
圏
域
や
定
住
自
立
圏

域
の
締
結
を
結
ん
だ
自
治
体
間
で
捉
え
た

場
合
、
持
ち
合
わ
せ
る
資
源
や
イ
メ
ー
ジ

が
類
似
を
し
て
い
て
魚
沼
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

で
生
業
を
立
て
て
い
る
民
間
事
業
者
も
多

い
中
、
ど
の
よ
う
に
し
て
市
民
や
事
業
者

に
理
解
を
求
め
合
意
を
図
る
か
。

　
　
　長
岡
市
や
近
隣
自
治
体
の
首
長
と

は
正
式
に
面
会
し
思
い
を
伝
え
た
と
こ

ろ
、
好
意
的
だ
っ
た
。
ネ
ク
ス
コ
東
日
本

と
の
協
議
に
も
機
を
見
て
入
り
た
い
。
計

画
と
し
て
合
併
20
年
の
令
和
６
年
を
目
途

と
考
え
る
。
市
民
参
画
と
し
て
は
協
議
会

の
立
ち
上
げ
、
名
称
等
も
含
む
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
も
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
市
長
の

「
語
ら
ん
会
」
等
出
向
く
行
事
で
発
信
す

る
中
で
反
対
意
見
の
払
拭
や
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
理
解
を
求
め
た

い
。
こ
の
こ
と
が
合
意
形
成
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

通
学
路
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　
　通
学
路
に
お
い
て
痛
ま
し
い
事
故

が
千
葉
県
八
街
市
で
発
生
し
、
八
街
市
は

要
望
書
等
も
踏
ま
え
危
険
箇
所
と
認
識
し

て
い
た
が
財
政
上
の
問
題
と
し
て
、
予
算

措
置
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
会
見
し
て

い
る
。
当
市
は
事
故
後
調
査
聞
き
取
り
等

の
対
応
を
取
っ
て
来
た
か
。

　
　
　数
件
の
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い

た
が
、
年
間
を
通
じ
現
地
調
査
も
含
め
関

係
機
関
と
安
全
対
策
に
つ
い
て
協
議
を
し

て
い
る
。
今
回
は
国
の
通
達
も
あ
り
、
幹

線
道
路
の
抜
け
道
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な

通
学
路
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
い
。
こ
の

度
の
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
件
が
悔
や
ま
れ

る
が
将
来
を
担
う
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
も
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

答

問

問

答

市
内
ス
キ
ー
場
の
持
続
化

に
つ
い
て

横山　正樹

　
　
　市
内
ス
キ
ー
場
の
価
値
と
必
要
性

に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　観
光
面
で
は
冬
季
の
誘
客
の
場
で

あ
り
、
特
に
農
業
従
事
者
等
の
冬
季
雇
用

の
場
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
健
康
増
進

の
た
め
の
重
要
な
施
設
で
も
あ
り
、
そ
の

効
果
は
計
り
知
れ
な
い
。

　
　
　ス
キ
ー
場
持
続
化
に
「
市
内
ス
キ

ー
場
検
討
委
員
会
（
仮
称
）」
の
設
置
が

必
要
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
問
う
。

　
　
　運
営
事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
関

係
者
の
意
見
を
聴
く
場
を
設
け
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
市
が
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　ス
キ
ー
場
の
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン

の
利
活
用
と
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
か
。

　
　
　グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の
利
活
用
は

持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運
営
で
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
特
色
あ
る
様
々
な
取
組
が
さ

ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
世
帯
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活

に
つ
い
て

　
　
　高
齢
者
世
帯
の
日
常
生
活
で
買

物
、通
院
、除
雪
等
、困
難
な
状
況
が
あ
る
。

そ
の
対
策
を
問
う
。

　
　
　タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
、除
雪
援
助
、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
等
の
生
活
援
助
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
住
民
同
士
の
共
助
事
業

に
つ
い
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　人
口
減
少
・
高
齢
化
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
、
ど
ん
な
対
策
・
施
策
が
必

要
と
考
え
て
い
る
か
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　今
後
、
自
治
会
活
動
の
継
続
が
で

き
な
く
な
る
集
落
が
出
て
く
る
と
危
惧
し

て
い
る
。
集
落
支
援
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
や
、
共
助
事
業
に
対
す
る
支

援
制
度
の
見
直
し
等
、
安
心
し
て
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

答答

問

問問

問問 答答答

観
光
政
策
と
地
域
活
性
化

に
つ
い
て

星　　直樹

　
　
　

 

市
内
の
観
光
地
を
中
心
に
小
便

器
の
自
動
洗
浄
、
洋
式
温
水
洗
浄
便
座
な

ど
ト
イ
レ
の
改
修
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　指
定
管
理
施
設
等
を
対
象
に
し
た

昨
年
度
の
調
査
で
は
、
小
便
器
の
う
ち
約

35
％
が
自
動
水
洗
非
対
応
、
洋
式
便
器
の

う
ち
約
50
％
が
温
水
洗
浄
非
対
応
と
な
っ

て
い
る
。
快
適
性
向
上
を
図
る
た
め
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
飲
食
店

支
援
に
つ
い
て

 

　
　
　プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
加
盟
店

募
集
に
お
い
て
、
市
内
の
商
工
会
加
盟
店

舗
で
小
規
模
事
業
者
は
市
外
に
本
店
が
あ

っ
て
も
対
象
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　対
象
店
舗
に
つ
い
て
多
く
の
意
見

が
あ
っ
た
た
め
、
本
年
度
の
商
品
券
発
売

前
に
商
工
会
連
絡
協
議
会
で
検
討
を
重
ね

た
結
果
、
市
内
に
本
店
が
あ
る
こ
と
が
要

件
と
な
っ
た
。
現
時
点
で
次
回
の
商
品
券

事
業
の
予
定
は
な
い
が
、
今
後
も
市
民
や

事
業
者
の
意
見
を
踏
ま
え
効
果
が
最
大
限

に
発
揮
さ
れ
る
制
度
設
計
に
努
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
に
つ
い
て

　
　
　保
育
園
に
通
っ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
の
一
時
預
か
り
の
シ
ス
テ
ム
を
見
直

し
、
子
育
て
支
援
充
実
を
図
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　
　各
保
育
園
の
状
況
に
よ
り
利
用
を

断
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の

が
実
態
で
あ
る
。
保
育
園
だ
け
で
な
く
地

域
で
子
育
て
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
料
の
助
成
を
本
年

度
か
ら
開
始
し
、
一
時
預
か
り
と
同
料
金

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
事
業
の
見
直
し
を

行
な
っ
た
。

答

問問

問

答答
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一

般

質

問
（
通
告
順
）

一

般

質

問
（
通
告
順
）

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
下
水

疫
学
検
査
の
実
施
を

富永三千敏

　
　
　１

　新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
市
内
事
業
者
の
維
持
継
承
が
困
難
に

な
っ
た
。経
済
対
策
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、

第
１
段
階
と
し
て
感
染
者
を
出
さ
な
い
対

策
が
必
要
だ
。
感
染
者
が
多
く
出
る
こ
と

で
病
院
や
福
祉
施
設
の
利
用
が
制
限
さ
れ

な
い
よ
う
無
症
状
感
染
者
を
発
見
で
き
る

下
水
疫
学
検
査
が
有
効
で
あ
る
。
感
染
拡

大
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
下
水
疫
学
検

査
を
実
施
し
な
い
か
。

２
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
市
営
・
市
有
施

設
と
違
い
民
間
事
業
所
の
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
。
対
応
や
支
援
策
の
考
え
方
は
ど

う
か
。

　
　
　１

　下
水
疫
学
検
査
は
感
染
拡
大

の
予
兆
の
把
握
や
地
域
内
に
お
け
る
感
染

者
の
有
無
の
確
認
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る

検
査
で
あ
る
が
現
時
点
の
実
施
は
考
え
て

い
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
全
力
を
注
ぎ

た
い
。

２
　
中
小
企
業
経
営
継
続
支
援
事
業
の
継

続
が
最
も
適
切
な
支
援
策
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
期
間
の
再
延
長
や
新
た
な
対

策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

地
籍
調
査
と
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
に
つ

い
て　

　
　異
常
気
象
に
よ
る
大
規
模
災
害
や

鳥
獣
被
害
等
の
対
策
に
は
土
地
の
所
有
と

境
界
の
明
確
化
が
必
要
で
、
地
籍
調
査
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　地
籍
調
査
の
必
要
性
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。
未
実
施
区
域
の
面
積
と
完
了
年
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。
調
査
を
早
め
る
新
手

法
を
取
り
入
れ
な
い
か
。
災
害
危
険
箇
所

の
調
査
は
し
て
い
る
か
。
対
策
を
実
施
す

る
た
め
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
す
る
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　災
害
対
応
、
土
地
取
引
等
に
は
地

籍
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
全
面
積
の
35
％

が
未
実
施
で
、
完
了
に
は
約
１
０
０
年
か

か
る
。
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
い
う
新

手
法
が
あ
る
が
活
用
は
か
な
り
先
に
な

る
。
危
険
箇
所
調
査
は
し
て
い
な
い
。
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
森
林
整
備
等

を
実
施
し
対
策
を
進
め
た
い
。

答

問

問

答

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

促
進
を

志田　　貢

　
　
　当
市
で
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
は
小
規
模
の
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
固

定
価
格
買
取
り
制
度
を
活
用
し
た
大
規
模

の
も
の
は
、
過
去
の
事
例
を
含
め
て
も
少

な
い
。

　社
会
全
体
と
い
う
視
点
で
、
低
炭
素
・

循
環
型
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に

は
、
あ
る
程
度
大
き
な
も
の
が
必
要
と
考

え
る
。

　固
定
価
格
買
取
り
制
度
を
活
用
す
る
方

策
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　東
北
電
力
管
内
に
お
い
て
買
取
価

格
は
下
落
し
続
け
て
お
り
、
今
後
は
売
電

か
ら
自
家
消
費
へ
の
移
行
が
進
む
と
考
え

ら
れ
る
。
市
主
体
の
売
電
事
業
実
施
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

室
内
プ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　有
志
の
方
々
か
ら
設
置
要
望
が
あ

る
と
聞
く
が
、
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
あ
っ
た
民
間
施
設
と
同

程
度
の
施
設
を
市
が
建
設
で
き
る
か
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課

題
と
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

選
挙
投
票
率
の
詳
細
発
表
に
つ
い
て

　
　
　各
選
挙
に
お
い
て
投
票
率
の
低
下

が
顕
著
で
あ
る
。

　地
区
別
、
年
代
別
等
の
投
票
率
の
詳
細

を
、
有
権
者
及
び
選
挙
立
候
補
関
係
者
が

共
有
す
る
こ
と
で
投
票
率
の
増
加
が
期
待

で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　年
代
別
投
票
率
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
る
。
地
区
別
の
投
票
率
も

照
会
が
あ
っ
た
場
合
に
は
回
答
し
て
い

る
。
今
後
も
投
票
率
向
上
に
向
け
た
様
々

な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答答

問問

問

答

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
の
配
置
を

高野甲子雄

　
　
　教
職
員
の
多
忙
化
解
消
策
の
一
環

と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ

ッ
フ
の
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。
教
職
員

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
へ
の
対
応

も
あ
り
、
多
忙
は
限
界
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
市
内
小
中
学
校
全
校
に
配
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　
　今
年
度
市
内
で
２
名
の
ス
ク
ー

ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
有
効

と
考
え
て
い
る
た
め
、
今
後
の
配
置
に
つ

い
て
は
新
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
検
討

し
た
い
。

公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る

　
　
　魚
沼
市
は
、
冬
の
降
雪
、
大
き
な

河
川
と
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
で
あ
り
、
常

に
自
然
災
害
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
り
、
土

木
・
建
設
業
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
業
種

で
あ
る
。
し
か
し
、
人
材
確
保
が
喫
緊
の

課
題
で
も
あ
る
。「
賃
金
の
保
証
条
例
」

と
も
い
え
る
公
契
約
条
例
は
魚
沼
市
に
と

っ
て
こ
そ
必
要
な
条
例
と
考
え
る
。
公
契

約
条
例
制
定
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　国
に
お
い
て
、
公
共
工
事
の
品
質

確
保
と
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
基
本
理

念
と
し
た
法
整
備
を
実
施
し
、
週
休
２
日

の
取
組
や
適
切
な
履
行
期
間
の
設
定
等
に

よ
り
、
建
設
労
働
者
の
確
保
、
離
職
防
止

や
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
る
。
本
市
も
そ

の
施
策
に
準
じ
て
対
応
し
て
い
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
公
契
約
条
例
の
制
定
は
考

え
て
い
な
い
。

答

問

問

答

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
問
う

佐藤　達雄

　
　
　感
染
再
拡
大
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
も
、
密
が
発
生
す
る
職
場
で
の
定
期
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
と

し
て
実
施
し
、
そ
の
費
用
は
市
で
負
担
す

べ
き
だ
。

　
　
　市
で
は
医
療
従
事
者
、
高
齢
者
等

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
の
人
に
対

す
る
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
。
無
症
状
感
染
者
の
早
期
発

見
の
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
は
、
市
単
独

で
は
費
用
的
な
面
、
人
的
な
面
で
非
常
に

難
し
い
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
中
小
事
業
者

や
個
人
事
業
主
の
経
営
状
況
把
握
は
ど
の

よ
う
に
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。
経
営
圧
迫

に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
人
に
手
は
届
い
て

い
る
か
。

　
　
　各
種
支
援
事
業
の
申
請
時
の
提
出

資
料
等
で
把
握
し
て
お
り
、
事
業
者
の
多

く
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
中
小

企
業
経
営
継
続
支
援
事
業
が
最
も
効
果
的

か
つ
支
援
で
き
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

対
象
期
間
を
12
月
ま
で
延
長
し
た
。

　
　
　市
内
の
事
業
者
へ
出
向
き
、
実
態

調
査
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
市
長
は
就

任
時
に
、
職
員
に
現
場
へ
行
っ
て
ニ
ー
ズ

を
つ
か
ん
で
も
ら
い
、
そ
れ
を
市
政
に
生

か
し
た
い
と
述
べ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
事
業
者
の
状
況
を
把
握
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　商
工
業
に
限
ら
ず
、
職
員
が
現
場

に
出
て
行
く
こ
と
は
私
の
基
本
で
あ
り
、

そ
こ
は
進
め
た
い
。
担
当
者
が
よ
り
市
民

の
ほ
う
に
向
い
て
い
る
職
員
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に
つ
い
て

　
　
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
増
設

の
一
番
の
問
題
は
介
護
職
員
確
保
か
。
処

遇
改
善
の
た
め
、
方
向
と
し
て
は
手
当
増

額
で
あ
り
、
他
自
治
体
に
負
け
な
い
手
当

支
給
を
検
討
す
べ
き
だ
。

　
　
　看
護
師
を
含
め
介
護
人
材
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
。
そ
の
目
途
が
立
て
ば
実

現
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
処
遇
改
善
は
介

護
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
が
、

特
定
の
職
種
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
は

公
平
性
の
観
点
か
ら
難
し
い
。

答 答

問問

問問

答答
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通
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順
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一

般

質

問
（
通
告
順
）

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
下
水

疫
学
検
査
の
実
施
を

富永三千敏

　
　
　１

　新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
市
内
事
業
者
の
維
持
継
承
が
困
難
に

な
っ
た
。経
済
対
策
を
進
め
る
べ
き
だ
が
、

第
１
段
階
と
し
て
感
染
者
を
出
さ
な
い
対

策
が
必
要
だ
。
感
染
者
が
多
く
出
る
こ
と

で
病
院
や
福
祉
施
設
の
利
用
が
制
限
さ
れ

な
い
よ
う
無
症
状
感
染
者
を
発
見
で
き
る

下
水
疫
学
検
査
が
有
効
で
あ
る
。
感
染
拡

大
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
下
水
疫
学
検

査
を
実
施
し
な
い
か
。

２
　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
市
営
・
市
有
施

設
と
違
い
民
間
事
業
所
の
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
。
対
応
や
支
援
策
の
考
え
方
は
ど

う
か
。

　
　
　１

　下
水
疫
学
検
査
は
感
染
拡
大

の
予
兆
の
把
握
や
地
域
内
に
お
け
る
感
染

者
の
有
無
の
確
認
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る

検
査
で
あ
る
が
現
時
点
の
実
施
は
考
え
て

い
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
全
力
を
注
ぎ

た
い
。

２
　
中
小
企
業
経
営
継
続
支
援
事
業
の
継

続
が
最
も
適
切
な
支
援
策
と
考
え
て
い

る
。
今
後
も
期
間
の
再
延
長
や
新
た
な
対

策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

地
籍
調
査
と
森
林
環
境
譲
与
税
活
用
に
つ

い
て　

　
　異
常
気
象
に
よ
る
大
規
模
災
害
や

鳥
獣
被
害
等
の
対
策
に
は
土
地
の
所
有
と

境
界
の
明
確
化
が
必
要
で
、
地
籍
調
査
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　地
籍
調
査
の
必
要
性
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。
未
実
施
区
域
の
面
積
と
完
了
年
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。
調
査
を
早
め
る
新
手

法
を
取
り
入
れ
な
い
か
。
災
害
危
険
箇
所

の
調
査
は
し
て
い
る
か
。
対
策
を
実
施
す

る
た
め
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
す
る
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　災
害
対
応
、
土
地
取
引
等
に
は
地

籍
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
全
面
積
の
35
％

が
未
実
施
で
、
完
了
に
は
約
１
０
０
年
か

か
る
。
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
と
い
う
新

手
法
が
あ
る
が
活
用
は
か
な
り
先
に
な

る
。
危
険
箇
所
調
査
は
し
て
い
な
い
。
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
森
林
整
備
等

を
実
施
し
対
策
を
進
め
た
い
。

答

問

問

答

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

促
進
を

志田　　貢

　
　
　当
市
で
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
は
小
規
模
の
も
の
が
中
心
で
あ
り
、
固

定
価
格
買
取
り
制
度
を
活
用
し
た
大
規
模

の
も
の
は
、
過
去
の
事
例
を
含
め
て
も
少

な
い
。

　社
会
全
体
と
い
う
視
点
で
、
低
炭
素
・

循
環
型
社
会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に

は
、
あ
る
程
度
大
き
な
も
の
が
必
要
と
考

え
る
。

　固
定
価
格
買
取
り
制
度
を
活
用
す
る
方

策
を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　東
北
電
力
管
内
に
お
い
て
買
取
価

格
は
下
落
し
続
け
て
お
り
、
今
後
は
売
電

か
ら
自
家
消
費
へ
の
移
行
が
進
む
と
考
え

ら
れ
る
。
市
主
体
の
売
電
事
業
実
施
は
現

時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

室
内
プ
ー
ル
の
設
置
に
つ
い
て

　
　
　有
志
の
方
々
か
ら
設
置
要
望
が
あ

る
と
聞
く
が
、
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

　
　
　こ
れ
ま
で
あ
っ
た
民
間
施
設
と
同

程
度
の
施
設
を
市
が
建
設
で
き
る
か
は
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課

題
と
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

選
挙
投
票
率
の
詳
細
発
表
に
つ
い
て

　
　
　各
選
挙
に
お
い
て
投
票
率
の
低
下

が
顕
著
で
あ
る
。

　地
区
別
、
年
代
別
等
の
投
票
率
の
詳
細

を
、
有
権
者
及
び
選
挙
立
候
補
関
係
者
が

共
有
す
る
こ
と
で
投
票
率
の
増
加
が
期
待

で
き
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　年
代
別
投
票
率
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
る
。
地
区
別
の
投
票
率
も

照
会
が
あ
っ
た
場
合
に
は
回
答
し
て
い

る
。
今
後
も
投
票
率
向
上
に
向
け
た
様
々

な
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答答

問問

問

答

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス

タ
ッ
フ
の
配
置
を

高野甲子雄

　
　
　教
職
員
の
多
忙
化
解
消
策
の
一
環

と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ

ッ
フ
の
配
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。
教
職
員

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
へ
の
対
応

も
あ
り
、
多
忙
は
限
界
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
市
内
小
中
学
校
全
校
に
配
置

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　
　今
年
度
市
内
で
２
名
の
ス
ク
ー

ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ

て
い
る
。
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
有
効

と
考
え
て
い
る
た
め
、
今
後
の
配
置
に
つ

い
て
は
新
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
検
討

し
た
い
。

公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る

　
　
　魚
沼
市
は
、
冬
の
降
雪
、
大
き
な

河
川
と
山
に
囲
ま
れ
た
地
形
で
あ
り
、
常

に
自
然
災
害
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
り
、
土

木
・
建
設
業
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
業
種

で
あ
る
。
し
か
し
、
人
材
確
保
が
喫
緊
の

課
題
で
も
あ
る
。「
賃
金
の
保
証
条
例
」

と
も
い
え
る
公
契
約
条
例
は
魚
沼
市
に
と

っ
て
こ
そ
必
要
な
条
例
と
考
え
る
。
公
契

約
条
例
制
定
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　国
に
お
い
て
、
公
共
工
事
の
品
質

確
保
と
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を
基
本
理

念
と
し
た
法
整
備
を
実
施
し
、
週
休
２
日

の
取
組
や
適
切
な
履
行
期
間
の
設
定
等
に

よ
り
、
建
設
労
働
者
の
確
保
、
離
職
防
止

や
処
遇
改
善
に
努
め
て
い
る
。
本
市
も
そ

の
施
策
に
準
じ
て
対
応
し
て
い
る
た
め
、

現
在
の
と
こ
ろ
公
契
約
条
例
の
制
定
は
考

え
て
い
な
い
。

答

問

問

答

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
問
う

佐藤　達雄

　
　
　感
染
再
拡
大
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
も
、
密
が
発
生
す
る
職
場
で
の
定
期
的

な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
と

し
て
実
施
し
、
そ
の
費
用
は
市
で
負
担
す

べ
き
だ
。

　
　
　市
で
は
医
療
従
事
者
、
高
齢
者
等

へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
ら
の
人
に
対

す
る
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
。
無
症
状
感
染
者
の
早
期
発

見
の
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
は
、
市
単
独

で
は
費
用
的
な
面
、
人
的
な
面
で
非
常
に

難
し
い
。

　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
中
小
事
業
者

や
個
人
事
業
主
の
経
営
状
況
把
握
は
ど
の

よ
う
に
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。
経
営
圧
迫

に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
人
に
手
は
届
い
て

い
る
か
。

　
　
　各
種
支
援
事
業
の
申
請
時
の
提
出

資
料
等
で
把
握
し
て
お
り
、
事
業
者
の
多

く
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
中
小

企
業
経
営
継
続
支
援
事
業
が
最
も
効
果
的

か
つ
支
援
で
き
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

対
象
期
間
を
12
月
ま
で
延
長
し
た
。

　
　
　市
内
の
事
業
者
へ
出
向
き
、
実
態

調
査
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
市
長
は
就

任
時
に
、
職
員
に
現
場
へ
行
っ
て
ニ
ー
ズ

を
つ
か
ん
で
も
ら
い
、
そ
れ
を
市
政
に
生

か
し
た
い
と
述
べ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
事
業
者
の
状
況
を
把
握
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　商
工
業
に
限
ら
ず
、
職
員
が
現
場

に
出
て
行
く
こ
と
は
私
の
基
本
で
あ
り
、

そ
こ
は
進
め
た
い
。
担
当
者
が
よ
り
市
民

の
ほ
う
に
向
い
て
い
る
職
員
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
に
つ
い
て

　
　
　特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
床
増
設

の
一
番
の
問
題
は
介
護
職
員
確
保
か
。
処

遇
改
善
の
た
め
、
方
向
と
し
て
は
手
当
増

額
で
あ
り
、
他
自
治
体
に
負
け
な
い
手
当

支
給
を
検
討
す
べ
き
だ
。

　
　
　看
護
師
を
含
め
介
護
人
材
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
。
そ
の
目
途
が
立
て
ば
実

現
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
処
遇
改
善
は
介

護
人
材
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
だ
が
、

特
定
の
職
種
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
は

公
平
性
の
観
点
か
ら
難
し
い
。

答 答

問問

問問

答答
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一

般

質

問
（
通
告
順
）

一

般

質

問
（
通
告
順
）

所
有
者
不
明
土
地
対
策
は

早
急
に

本田　　篤

　
　
　

 

所
有
者
不
明
土
地
は
不
動
産
登

記
簿
を
見
て
も
、
現
在
誰
が
持
っ
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
土
地
で
、
公
共
事
業
、
地

震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
か
ら
の
復
旧
や
民

間
の
土
地
取
引
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　全
国
の
土
地
の
２
割
で
所
有
者
が
分
か

ら
な
い
。
当
市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

　
　
　所
有
者
の
調
査
は
事
業
実
施
時
に

個
別
に
対
応
し
て
い
る
た
め
、
市
内
に
お

け
る
所
有
者
不
明
土
地
の
割
合
は
把
握
し

て
い
な
い
。

 

所
有
者
不
明
土
地
対
策
を
早
急

に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
現
状
、
公
共
工
事
の
支
障
と

な
る
事
例
は
生
じ
て
い
な
い
。
調
査
等
に

多
大
な
時
間
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
通
り
個
別
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　政
府
は
、
問
題
解
決
の
た
め
民
法

な
ど
関
連
法
の
改
正
案
を
決
め
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
持
ち
主
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
土

地
の
管
理
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
当
市
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　所
有
者
不
明
土
地
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
、
土
地
所
有
者
の
死
亡
等
に
お
け
る

相
続
発
生
時
に
相
続
登
記
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
今
後
も
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
か
ら
の

情
報
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

答

問問

問

答答

魚
沼
市
の
雪
国
文
化
、ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
技
術
の
継
承
を

渡辺　一美

　
　
　今
ま
で
通
り
の
財
政
支
援
で
は
、

ス
キ
ー
場
は
残
っ
て
も
「
ス
キ
ー
人
口
の

減
少
は
止
め
ら
れ
な
い
。」
ス
キ
ー
人
口

を
増
や
す
財
政
支
援
へ
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
魚
沼
の
子
ど
も
た
ち
が

中
学
校
を
卒
業
ま
で
に
、
ス
キ
ー
検
定
の

３
級
ま
た
は
２
級
を
取
得
で
き
る
よ
う
小

中
学
校
の
ア
ル
ペ
ン
授
業
の
推
進
を
図
る

た
め

１

　週
１
回
以
上
の
授
業
の
確
保
。

２

　ス
キ
ー
用
具
等
、
ス
キ
ー
授
業
に
係

る
費
用
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
策
。

３

　ス
キ
ー
授
業
の
指
導
員
を
市
の
予
算

で
確
保
。

４

　魚
沼
市
民
や
観
光
客
対
象
の
リ
フ
ト

使
用
料
補
助
。

　以
上
４
点
を
提
案
し
、
見
解
を
問
う
。

　
　
　１

　限
ら
れ
た
授
業
時
数
を
ス
キ

ー
に
の
み
割
け
な
い
実
情
は
あ
る
が
、
雪

国
の
特
色
で
も
あ
る
た
め
、
体
験
学
習
的

な
側
面
も
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
等
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

２

　ス
キ
ー
場
ま
で
の
バ
ス
手
配
、
リ
フ

ト
券
代
補
助
、
就
学
援
助
制
度
に
よ
る
ス

キ
ー
用
具
購
入
の
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

３

　報
償
費
や
委
託
料
で
予
算
を
確
保
し

て
い
る
。

４

　条
例
に
定
め
る
減
免
の
考
え
方
と
は

異
な
る
が
、
ス
キ
ー
に
親
し
む
機
会
を
創

出
す
る
た
め
、
効
果
的
な
支
援
を
考
え
て

い
く
。

堀
之
内
地
域
の
施
設
再
編
に
つ
い
て

　
　
　堀
之
内
地
域
の
施
設
再
編
は
、
堀

之
内
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
堀
之
内
社

協
の
場
所
に
移
転
さ
せ
病
院
跡
地
に
特
養

を
建
設
し
、
福
祉
の
相
談
や
集
い
の
場
を

町
の
中
心
地
で
あ
る
旧
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
建
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　　
　
　社
会
福
祉
協
議
会
堀
之
内
支
所
が

入
っ
て
い
る
旧
療
養
病
棟
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
現
在
内
部
で
協
議
し
て
い
る
。
旧

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
つ
い
て

は
、
地
元
か
ら
の
要
望
書
を
も
と
に
利
活

用
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

答

問

問

答

投
票
所
は
身
近
な
所
に
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か

大平　恭児

　
　
　投
票
所
が
遠
く
て
、
投
票
所
に
行

け
な
い
人
が
多
い
。
身
近
な
所
で
投
票
で

き
る
よ
う
に
見
直
す
べ
き
だ
。

　
　
　町
村
合
併
時
以
後
に
投
票
区
全
体

の
あ
り
方
を
議
論
し
、
見
直
し
を
進
め
た

結
果
、
現
在
の
28
カ
所
と
し
た
も
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
見
直
す
予
定
は
な
い
が
投
票

環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

住
民
健
診
会
場
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
　健
診
会
場
が
遠
く
て
諦
め
た
方
も

い
る
。
健
診
は
健
康
観
察
す
る
の
に
大
切

だ
。
身
近
な
所
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　受
診
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

半
日
で
特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
等
の
総
合
健
診
が
で
き
る
会
場
を
検
討

し
て
き
た
。
ま
た
、
今
ま
で
の
会
場
見
直

し
の
際
に
は
、
各
地
域
の
自
治
会
長
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
き
た
。
今
後
も

受
診
人
数
の
推
移
や
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
見
直
し
た
会
場
を
維
持
し
て
い
く
。

精
神
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　
　
　精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
は
精
神

科
だ
け
で
は
な
く
、
内
科
等
ほ
か
の
診
療

に
つ
い
て
も
上
乗
せ
し
て
助
成
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　精
神
科
以
外
の
診
療
へ
の
助
成
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
が
、
現
在
の
制
度

の
堅
持
に
つ
い
て
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
助
成
内
容
を
変
更
せ
ず
維

持
し
て
い
く
。

通
院
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
活
用
を

　
　
　高
齢
者
や
障
害
者
は
、
通
院
で
の

交
通
費
が
年
々
重
く
な
っ
て
い
る
。
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
も
っ
と
活
用
し
て
、
市
内
ど

こ
か
ら
で
も
低
額
で
小
出
病
院
や
魚
沼
基

幹
病
院
な
ど
に
通
え
る
仕
組
み
が
作
れ
な

い
か
。

　
　
　小
出
市
街
地
及
び
周
辺
地
域
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
は
小
出
病
院
ま
で
乗
換
な
し

の
運
行
と
な
っ
て
い
る
。
魚
沼
基
幹
病
院

へ
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
継
ぎ
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
現
行
の
福
祉

交
通
分
野
の
制
度
拡
充
を
含
め
、
検
討
し

て
い
く
。

答答

問問

問 問

答答

新
ご
み
処
理
場
建
設
計
画

に
つ
い
て

大桃　俊彦

　
　
　

 

二
市
一
町
で
進
め
て
き
た
新
ご

み
処
理
場
建
設
計
画
の
枠
組
み
を
方
針
転

換
し
、魚
沼
市
単
独
で
進
め
る
と
し
た
が
、

今
後
の
計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　建
設
位
置
や
処
理
方
法
・
能
力
・
体
制

等
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　本
市
の
既
存
施
設
の
稼
働
年
限
の

見
極
め
を
行
い
延
命
化
を
図
り
な
が
ら
新

施
設
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　検
討
の
際
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
活
用
で
、
森
林
・
里
山
整
備
に
力
を
入

れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　提
案
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
検

討
を
し
て
い
く
。

畜
産
の
悪
臭
公
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　湯
之
谷
に
あ
る
養
豚
団
地
か
ら
の

悪
臭
問
題
に
つ
い
て
、
先
般
の
市
民
福
祉

委
員
会
の
中
で
、
地
権
者
は
５
年
以
内
に

は
改
築
予
定
の
話
が
出
て
い
る
報
告
が
あ

っ
た
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

　
　
　５
年
以
内
の
改
築
と
い
う
話
で
は

な
く
、
現
在
、
事
業
者
が
見
積
も
り
を
取

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　も
う
何
十
年
来
話
を
続
け
て
き
た

が
、
未
だ
に
結
論
が
出
な
い
、
も
う
い
い

加
減
に
し
て
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
だ
。
何
で
そ
の
方
向
で
の
話
が

さ
れ
な
い
の
か
。

　
　
　事
業
者
が
周
辺
地
域
と
の
良
好
な

関
係
に
あ
る
こ
と
が
大
切
と
思
う
。
本
気

で
事
業
者
と
話
し
合
い
を
し
て
い
く
。

湯
之
谷
公
民
館
図
書
室
に
つ
い
て

　
　
　ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
い
が
、
16

歳
〜
19
歳
の
利
用
者
が
少
な
い
。
学
生
が

利
用
す
る
ス
ペ
ー
ス
、
机
等
を
検
討
し
な

い
か
。

　
　
　プ
レ
ス
テ
ー
ジ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
社
と
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
相
互
利
用

す
る
こ
と
で
お
願
い
し
て
い
る
。

湯
之
谷
地
区
の
強
固
な
岩
盤
の
活
用
に
つ

い
て　

　
　国
が
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
地
方
都

市
へ
と
求
め
て
い
る
中
で
、
中
越
地
震
に

も
耐
え
抜
い
た
強
固
な
岩
盤
を
持
つ
、
魚

沼
市
へ
の
誘
致
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　情
報
収
集
も
含
め
、
今
後
勉
強
し

て
い
く
。

答答答

問問問問

問問

答答答
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一

般

質

問
（
通
告
順
）

一

般

質

問
（
通
告
順
）

所
有
者
不
明
土
地
対
策
は

早
急
に

本田　　篤

　
　
　

 

所
有
者
不
明
土
地
は
不
動
産
登

記
簿
を
見
て
も
、
現
在
誰
が
持
っ
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
土
地
で
、
公
共
事
業
、
地

震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
か
ら
の
復
旧
や
民

間
の
土
地
取
引
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　全
国
の
土
地
の
２
割
で
所
有
者
が
分
か

ら
な
い
。
当
市
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な

状
況
か
。

　
　
　所
有
者
の
調
査
は
事
業
実
施
時
に

個
別
に
対
応
し
て
い
る
た
め
、
市
内
に
お

け
る
所
有
者
不
明
土
地
の
割
合
は
把
握
し

て
い
な
い
。

 

所
有
者
不
明
土
地
対
策
を
早
急

に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
現
状
、
公
共
工
事
の
支
障
と

な
る
事
例
は
生
じ
て
い
な
い
。
調
査
等
に

多
大
な
時
間
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
通
り
個
別
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　政
府
は
、
問
題
解
決
の
た
め
民
法

な
ど
関
連
法
の
改
正
案
を
決
め
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
持
ち
主
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
土

地
の
管
理
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
当
市
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　所
有
者
不
明
土
地
の
発
生
を
防
ぐ

た
め
、
土
地
所
有
者
の
死
亡
等
に
お
け
る

相
続
発
生
時
に
相
続
登
記
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
今
後
も
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い

き
た
い
。
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で

き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
か
ら
の

情
報
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

答

問問

問

答答

魚
沼
市
の
雪
国
文
化
、ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
技
術
の
継
承
を

渡辺　一美

　
　
　今
ま
で
通
り
の
財
政
支
援
で
は
、

ス
キ
ー
場
は
残
っ
て
も
「
ス
キ
ー
人
口
の

減
少
は
止
め
ら
れ
な
い
。」
ス
キ
ー
人
口

を
増
や
す
財
政
支
援
へ
の
転
換
が
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
魚
沼
の
子
ど
も
た
ち
が

中
学
校
を
卒
業
ま
で
に
、
ス
キ
ー
検
定
の

３
級
ま
た
は
２
級
を
取
得
で
き
る
よ
う
小

中
学
校
の
ア
ル
ペ
ン
授
業
の
推
進
を
図
る

た
め

１

　週
１
回
以
上
の
授
業
の
確
保
。

２

　ス
キ
ー
用
具
等
、
ス
キ
ー
授
業
に
係

る
費
用
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
策
。

３

　ス
キ
ー
授
業
の
指
導
員
を
市
の
予
算

で
確
保
。

４

　魚
沼
市
民
や
観
光
客
対
象
の
リ
フ
ト

使
用
料
補
助
。

　以
上
４
点
を
提
案
し
、
見
解
を
問
う
。

　
　
　１

　限
ら
れ
た
授
業
時
数
を
ス
キ

ー
に
の
み
割
け
な
い
実
情
は
あ
る
が
、
雪

国
の
特
色
で
も
あ
る
た
め
、
体
験
学
習
的

な
側
面
も
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
等
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

２

　ス
キ
ー
場
ま
で
の
バ
ス
手
配
、
リ
フ

ト
券
代
補
助
、
就
学
援
助
制
度
に
よ
る
ス

キ
ー
用
具
購
入
の
助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

３

　報
償
費
や
委
託
料
で
予
算
を
確
保
し

て
い
る
。

４

　条
例
に
定
め
る
減
免
の
考
え
方
と
は

異
な
る
が
、
ス
キ
ー
に
親
し
む
機
会
を
創

出
す
る
た
め
、
効
果
的
な
支
援
を
考
え
て

い
く
。

堀
之
内
地
域
の
施
設
再
編
に
つ
い
て

　
　
　堀
之
内
地
域
の
施
設
再
編
は
、
堀

之
内
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
堀
之
内
社

協
の
場
所
に
移
転
さ
せ
病
院
跡
地
に
特
養

を
建
設
し
、
福
祉
の
相
談
や
集
い
の
場
を

町
の
中
心
地
で
あ
る
旧
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
建
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　　
　
　社
会
福
祉
協
議
会
堀
之
内
支
所
が

入
っ
て
い
る
旧
療
養
病
棟
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
現
在
内
部
で
協
議
し
て
い
る
。
旧

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
つ
い
て

は
、
地
元
か
ら
の
要
望
書
を
も
と
に
利
活

用
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

答

問

問

答

投
票
所
は
身
近
な
所
に
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か

大平　恭児

　
　
　投
票
所
が
遠
く
て
、
投
票
所
に
行

け
な
い
人
が
多
い
。
身
近
な
所
で
投
票
で

き
る
よ
う
に
見
直
す
べ
き
だ
。

　
　
　町
村
合
併
時
以
後
に
投
票
区
全
体

の
あ
り
方
を
議
論
し
、
見
直
し
を
進
め
た

結
果
、
現
在
の
28
カ
所
と
し
た
も
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
見
直
す
予
定
は
な
い
が
投
票

環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

住
民
健
診
会
場
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
　健
診
会
場
が
遠
く
て
諦
め
た
方
も

い
る
。
健
診
は
健
康
観
察
す
る
の
に
大
切

だ
。
身
近
な
所
で
受
診
で
き
る
よ
う
に
見

直
す
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　受
診
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

半
日
で
特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
等
の
総
合
健
診
が
で
き
る
会
場
を
検
討

し
て
き
た
。
ま
た
、
今
ま
で
の
会
場
見
直

し
の
際
に
は
、
各
地
域
の
自
治
会
長
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
き
た
。
今
後
も

受
診
人
数
の
推
移
や
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
見
直
し
た
会
場
を
維
持
し
て
い
く
。

精
神
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　
　
　精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
は
精
神

科
だ
け
で
は
な
く
、
内
科
等
ほ
か
の
診
療

に
つ
い
て
も
上
乗
せ
し
て
助
成
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　精
神
科
以
外
の
診
療
へ
の
助
成
を

実
施
す
る
考
え
は
な
い
が
、
現
在
の
制
度

の
堅
持
に
つ
い
て
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
助
成
内
容
を
変
更
せ
ず
維

持
し
て
い
く
。

通
院
で
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
活
用
を

　
　
　高
齢
者
や
障
害
者
は
、
通
院
で
の

交
通
費
が
年
々
重
く
な
っ
て
い
る
。
乗
合

タ
ク
シ
ー
を
も
っ
と
活
用
し
て
、
市
内
ど

こ
か
ら
で
も
低
額
で
小
出
病
院
や
魚
沼
基

幹
病
院
な
ど
に
通
え
る
仕
組
み
が
作
れ
な

い
か
。

　
　
　小
出
市
街
地
及
び
周
辺
地
域
の
乗

合
タ
ク
シ
ー
は
小
出
病
院
ま
で
乗
換
な
し

の
運
行
と
な
っ
て
い
る
。
魚
沼
基
幹
病
院

へ
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
乗
り
継
ぎ
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
現
行
の
福
祉

交
通
分
野
の
制
度
拡
充
を
含
め
、
検
討
し

て
い
く
。

答答

問問

問 問

答答

新
ご
み
処
理
場
建
設
計
画

に
つ
い
て

大桃　俊彦

　
　
　

 

二
市
一
町
で
進
め
て
き
た
新
ご

み
処
理
場
建
設
計
画
の
枠
組
み
を
方
針
転

換
し
、魚
沼
市
単
独
で
進
め
る
と
し
た
が
、

今
後
の
計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　建
設
位
置
や
処
理
方
法
・
能
力
・
体
制

等
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　本
市
の
既
存
施
設
の
稼
働
年
限
の

見
極
め
を
行
い
延
命
化
を
図
り
な
が
ら
新

施
設
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　検
討
の
際
に
は
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

の
活
用
で
、
森
林
・
里
山
整
備
に
力
を
入

れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　提
案
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
検

討
を
し
て
い
く
。

畜
産
の
悪
臭
公
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　湯
之
谷
に
あ
る
養
豚
団
地
か
ら
の

悪
臭
問
題
に
つ
い
て
、
先
般
の
市
民
福
祉

委
員
会
の
中
で
、
地
権
者
は
５
年
以
内
に

は
改
築
予
定
の
話
が
出
て
い
る
報
告
が
あ

っ
た
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

　
　
　５
年
以
内
の
改
築
と
い
う
話
で
は

な
く
、
現
在
、
事
業
者
が
見
積
も
り
を
取

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　も
う
何
十
年
来
話
を
続
け
て
き
た

が
、
未
だ
に
結
論
が
出
な
い
、
も
う
い
い

加
減
に
し
て
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
だ
。
何
で
そ
の
方
向
で
の
話
が

さ
れ
な
い
の
か
。

　
　
　事
業
者
が
周
辺
地
域
と
の
良
好
な

関
係
に
あ
る
こ
と
が
大
切
と
思
う
。
本
気

で
事
業
者
と
話
し
合
い
を
し
て
い
く
。

湯
之
谷
公
民
館
図
書
室
に
つ
い
て

　
　
　ス
タ
ー
ト
し
て
間
も
な
い
が
、
16

歳
〜
19
歳
の
利
用
者
が
少
な
い
。
学
生
が

利
用
す
る
ス
ペ
ー
ス
、
机
等
を
検
討
し
な

い
か
。

　
　
　プ
レ
ス
テ
ー
ジ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
社
と
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
相
互
利
用

す
る
こ
と
で
お
願
い
し
て
い
る
。

湯
之
谷
地
区
の
強
固
な
岩
盤
の
活
用
に
つ

い
て　

　
　国
が
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
地
方
都

市
へ
と
求
め
て
い
る
中
で
、
中
越
地
震
に

も
耐
え
抜
い
た
強
固
な
岩
盤
を
持
つ
、
魚

沼
市
へ
の
誘
致
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　情
報
収
集
も
含
め
、
今
後
勉
強
し

て
い
く
。

答答答

問問問問

問問

答答答
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V o
聞かせて！あなたの声

奥只見山岳会

市 議 会

i c e

×

　現在の会員は23名で、おもに
荒沢岳の岩場の鎖の取り付け、
登山道の整備、道標の取り付け
などを行っています。さらに越
後三山周辺の遭難、救助への協
力なども行ってきました。ほか
にも山開きへの協力や、グルー
プによる登山企画も行っていま
す。会として約60年の歴史があ
りますが、荒沢岳登山道の開設、
荒沢岳から中ノ岳への縦走路の
開拓、平ヶ岳登山道の開設は大
きな功績といえると思います。

　市から登山道整備を委託され
ている区間のほかにも、裏越後
三山（荒沢岳・中ノ岳・越後駒
ヶ岳）整備の際、たとえば刈払
機の刃などの消耗品や人件費な
ど、目には見えづらいですが、
登山道を維持するには費用がか
かっています。費用の負担の考
え方についてはさまざまな意見が
あり難しいと感じています。
　また、登山道の維持作業は地
域山岳への熱意や、体力勝負と
いう部分もあるので、今後の若
手の人材育成が課題と感じてい
ます。

地域で活躍する皆さんとざっくばらん

に語り合うコーナーです。第６回目は

奥只見山岳会会長の櫻井秀夫さん、副

会長の渡部誠一さん、星義廣さんの３

名にお話しを聞かせていただきました。

　自然と向き合ううえでは災害
はつきもので、今年も越後駒ヶ
岳近辺での土砂崩れや駒の湯橋
の落橋などがありました。この
ような大きな工事には補正予算
が必要な場合もあると思います
が、前向きに考えてもらいたい
と思います。

　今回の取材を通して、60年以
上もの歴史がある「奥只見山岳会」
の皆さんの活動に敬意を表しま
す。会員が登山を楽しむだけでな
く、市内外の登山者の安心安全を
陰で支える大切な仕事をされてい
ることや、時には遭難救助の協力
を行ってくださっていることを知
りました。あらためて、魚沼の自
然は多くの市民の皆さまに支えら
れていることに市議会としても感
謝する気持ちを忘れてはいけない
と感じました。

活動内容について 市議会に伝えたいこと

　昭和27年ごろ有志５名により
結成された「湯之谷山岳会」が
きっかけとなり、昭和33年に現
在の「奥只見山岳会」が結成
されました。荒沢岳は危険箇所
も多く険しい山ですが、越後駒
ケ岳と中ノ岳から周回もでき、
山頂からの大展望など魅力の多
い山で、会の原点は荒沢岳にあ
ると思います。

奥只見山岳会の
　　発足について

課題・悩み

※撮影時のみマスクをはずしています

総
務
文
教
委
員
会
報
告

７
月
20
日
・
７
月
29
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

請
願
第
３
号

　30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

問

　市
内
小
学
校
で
30
人
以
下
学
級
に
該

当
し
な
い
学
級
は
い
く
つ
あ
る
か
。

答

　特
別
支
援
学
級
を
含
め
小
学
校
は
全

90
学
級
中
９
学
級
あ
る
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
73
号

　魚
沼
市
芸
術
文
化
振
興
基
金
条
例
の
廃

止
は
、
小
出
郷
文
化
会
館
で
実
施
す
る
文

化
芸
術
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
基

金
を
全
額
を
取
り
崩
し
た
こ
と
か
ら
、
当

該
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。
小
出
郷
文
化

会
館
の
文
化
芸
術
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
75
号
・
76
号

　財
産
（
災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
）
の
取
得
及
び
、
財
産
（
小

型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
普
通
積
載
車
３

台
）
の
取
得
ま
で
の
２
件
は
、
更
新
時
期

を
迎
え
た
車
両
に
替
わ
り
新
た
な
車
両
を

購
入
す
る
も
の
。

※

２
案
は
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
81
号

　権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

に
市
が
斎
場
建
設
用
地
と
し
て
取
得
し
た

土
地
で
確
認
さ
れ
た
廃
棄
物
処
理
に
係
る

売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
権
に
つ
い
て
、
改
め
て
市
長
が
精

査
し
た
結
果
、
市
が
保
有
し
続
け
る
べ
き

で
は
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
権

利
を
放
棄
し
た
い
と
す
る
も
の
。

問

　元
本
が
な
く
な
れ
ば
そ
れ
に
係
る
遅

延
損
害
金
も
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

答

　そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

問

　ど
の
よ
う
な
精
査
を
行
っ
た
の
か
。

答

　各
方
面
か
ら
伺
っ
た
意
見
や
類
似
の

事
例
を
参
考
に
、
そ
も
そ
も
こ
の
請
求
を

続
け
る
こ
と
が
ど
う
な
の
か
を
精
査
し
た
。

問

　責
任
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

答

　私
（
市
長
）
の
処
分
を
考
え
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２
　
既
存
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

　各
旧
庁
舎
の
現
在
の
使
用
状
況
と
将
来

的
な
利
活
用
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

問

　社
会
福
祉
協
議
会
の
移
転
は
ど
う
か
。

答

　社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は
、
９
月
ま

で
に
結
論
を
報
告
す
る
と
い
う
回
答
を
も

ら
っ
て
い
る
。

３
　
小
出
郷
図
書
館
に
つ
い
て

　現
在
の
図
書
館
の
大
規
模
改
修
を
見
直

し
、
新
た
な
図
書
館
建
設
も
視
野
に
入
れ

再
検
討
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

問

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答

　今
回
の
報
告
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら

具
体
的
な
調
整
に
入
る
。

４
　
魚
沼
市
公
立
保
育
園
等
再
編
計
画

（
案
）
及
び
第
二
期
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

　私
立
保
育
園
の
新
規
開
設
及
び
新
体
制

の
下
で
私
立
幼
稚
園
が
継
続
す
る
方
向
性

を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
計
画
に
見
直
し

の
必
要
性
が
生
じ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

５
　
旧
堀
之
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
解

体
撤
去
工
事
に
係
る
設
計
見
直
し
に
つ
い
て

　工
事
発
注
に
先
立
ち
再
度
調
査
し
た
と

こ
ろ
新
た
な
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
除
去
に
係
る
設
計
の
見
直
し
が
必
要

に
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

問

　今
後
も
新
た
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

答

　な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
新
た
な

箇
所
が
出
た
場
合
に
は
適
切
に
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問

　近
隣
住
民
へ
の
周
知
、説
明
は
ど
う
か
。

答

　工
事
業
者
が
決
ま
っ
た
ら
地
元
説
明

会
を
開
催
し
た
い
。

６
　
入
広
瀬
小
学
校
に
つ
い
て

　想
定
を
上
回
る
児
童
数
の
減
少
に
伴

い
、
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
入
広
瀬
小

学
校
の
今
後
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
後
は
説
明
会
や
検
討

委
員
会
を
経
て
、
11
月
を
目
途
に
方
向
性

を
出
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

７
　
今
後
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　申
し
送
り
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
本
委
員
会
で
調
査
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
紹
介

　
総
務
政
策
部
、
教
育
委
員
会
、
北
部
事

務
所
、
会
計
課
、
消
防
本
部
、
議
会
事
務
局
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
及
び
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
所
管
事
項
な
ど

愛する荒沢岳を眺める

荒沢岳登山道への鎖の取り付け
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V o
聞かせて！あなたの声

奥只見山岳会

市 議 会

i c e

×

　現在の会員は23名で、おもに
荒沢岳の岩場の鎖の取り付け、
登山道の整備、道標の取り付け
などを行っています。さらに越
後三山周辺の遭難、救助への協
力なども行ってきました。ほか
にも山開きへの協力や、グルー
プによる登山企画も行っていま
す。会として約60年の歴史があ
りますが、荒沢岳登山道の開設、
荒沢岳から中ノ岳への縦走路の
開拓、平ヶ岳登山道の開設は大
きな功績といえると思います。

　市から登山道整備を委託され
ている区間のほかにも、裏越後
三山（荒沢岳・中ノ岳・越後駒
ヶ岳）整備の際、たとえば刈払
機の刃などの消耗品や人件費な
ど、目には見えづらいですが、
登山道を維持するには費用がか
かっています。費用の負担の考
え方についてはさまざまな意見が
あり難しいと感じています。
　また、登山道の維持作業は地
域山岳への熱意や、体力勝負と
いう部分もあるので、今後の若
手の人材育成が課題と感じてい
ます。

地域で活躍する皆さんとざっくばらん

に語り合うコーナーです。第６回目は

奥只見山岳会会長の櫻井秀夫さん、副

会長の渡部誠一さん、星義廣さんの３

名にお話しを聞かせていただきました。

　自然と向き合ううえでは災害
はつきもので、今年も越後駒ヶ
岳近辺での土砂崩れや駒の湯橋
の落橋などがありました。この
ような大きな工事には補正予算
が必要な場合もあると思います
が、前向きに考えてもらいたい
と思います。

　今回の取材を通して、60年以
上もの歴史がある「奥只見山岳会」
の皆さんの活動に敬意を表しま
す。会員が登山を楽しむだけでな
く、市内外の登山者の安心安全を
陰で支える大切な仕事をされてい
ることや、時には遭難救助の協力
を行ってくださっていることを知
りました。あらためて、魚沼の自
然は多くの市民の皆さまに支えら
れていることに市議会としても感
謝する気持ちを忘れてはいけない
と感じました。

活動内容について 市議会に伝えたいこと

　昭和27年ごろ有志５名により
結成された「湯之谷山岳会」が
きっかけとなり、昭和33年に現
在の「奥只見山岳会」が結成
されました。荒沢岳は危険箇所
も多く険しい山ですが、越後駒
ケ岳と中ノ岳から周回もでき、
山頂からの大展望など魅力の多
い山で、会の原点は荒沢岳にあ
ると思います。

奥只見山岳会の
　　発足について

課題・悩み

※撮影時のみマスクをはずしています

総
務
文
教
委
員
会
報
告

７
月
20
日
・
７
月
29
日
に
委
員
会
を
開
催

し
た
。

１
　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

請
願
第
３
号

　30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

問

　市
内
小
学
校
で
30
人
以
下
学
級
に
該

当
し
な
い
学
級
は
い
く
つ
あ
る
か
。

答

　特
別
支
援
学
級
を
含
め
小
学
校
は
全

90
学
級
中
９
学
級
あ
る
。

※

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
73
号

　魚
沼
市
芸
術
文
化
振
興
基
金
条
例
の
廃

止
は
、
小
出
郷
文
化
会
館
で
実
施
す
る
文

化
芸
術
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
基

金
を
全
額
を
取
り
崩
し
た
こ
と
か
ら
、
当

該
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。
小
出
郷
文
化

会
館
の
文
化
芸
術
事
業
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
75
号
・
76
号

　財
産
（
災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
）
の
取
得
及
び
、
財
産
（
小

型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
普
通
積
載
車
３

台
）
の
取
得
ま
で
の
２
件
は
、
更
新
時
期

を
迎
え
た
車
両
に
替
わ
り
新
た
な
車
両
を

購
入
す
る
も
の
。

※

２
案
は
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
81
号

　権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

に
市
が
斎
場
建
設
用
地
と
し
て
取
得
し
た

土
地
で
確
認
さ
れ
た
廃
棄
物
処
理
に
係
る

売
主
の
瑕
疵
担
保
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
権
に
つ
い
て
、
改
め
て
市
長
が
精

査
し
た
結
果
、
市
が
保
有
し
続
け
る
べ
き

で
は
な
い
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
権

利
を
放
棄
し
た
い
と
す
る
も
の
。

問

　元
本
が
な
く
な
れ
ば
そ
れ
に
係
る
遅

延
損
害
金
も
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
か
。

答

　そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

問

　ど
の
よ
う
な
精
査
を
行
っ
た
の
か
。

答

　各
方
面
か
ら
伺
っ
た
意
見
や
類
似
の

事
例
を
参
考
に
、
そ
も
そ
も
こ
の
請
求
を

続
け
る
こ
と
が
ど
う
な
の
か
を
精
査
し
た
。

問

　責
任
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

答

　私
（
市
長
）
の
処
分
を
考
え
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２
　
既
存
庁
舎
の
利
活
用
に
つ
い
て

　各
旧
庁
舎
の
現
在
の
使
用
状
況
と
将
来

的
な
利
活
用
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

問

　社
会
福
祉
協
議
会
の
移
転
は
ど
う
か
。

答

　社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は
、
９
月
ま

で
に
結
論
を
報
告
す
る
と
い
う
回
答
を
も

ら
っ
て
い
る
。

３
　
小
出
郷
図
書
館
に
つ
い
て

　現
在
の
図
書
館
の
大
規
模
改
修
を
見
直

し
、
新
た
な
図
書
館
建
設
も
視
野
に
入
れ

再
検
討
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

問

　ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

答

　今
回
の
報
告
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら

具
体
的
な
調
整
に
入
る
。

４
　
魚
沼
市
公
立
保
育
園
等
再
編
計
画

（
案
）
及
び
第
二
期
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

　私
立
保
育
園
の
新
規
開
設
及
び
新
体
制

の
下
で
私
立
幼
稚
園
が
継
続
す
る
方
向
性

を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
計
画
に
見
直
し

の
必
要
性
が
生
じ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

５
　
旧
堀
之
内
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
解

体
撤
去
工
事
に
係
る
設
計
見
直
し
に
つ
い
て

　工
事
発
注
に
先
立
ち
再
度
調
査
し
た
と

こ
ろ
新
た
な
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
除
去
に
係
る
設
計
の
見
直
し
が
必
要

に
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

問

　今
後
も
新
た
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
発
見

さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。

答

　な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
新
た
な

箇
所
が
出
た
場
合
に
は
適
切
に
対
応
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問

　近
隣
住
民
へ
の
周
知
、説
明
は
ど
う
か
。

答

　工
事
業
者
が
決
ま
っ
た
ら
地
元
説
明

会
を
開
催
し
た
い
。

６
　
入
広
瀬
小
学
校
に
つ
い
て

　想
定
を
上
回
る
児
童
数
の
減
少
に
伴

い
、
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
入
広
瀬
小

学
校
の
今
後
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
後
は
説
明
会
や
検
討

委
員
会
を
経
て
、
11
月
を
目
途
に
方
向
性

を
出
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

７
　
今
後
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　申
し
送
り
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
本
委
員
会
で
調
査
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
た
。

総
務
文
教
委
員
会
紹
介

　
総
務
政
策
部
、
教
育
委
員
会
、
北
部
事

務
所
、
会
計
課
、
消
防
本
部
、
議
会
事
務
局
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
及
び
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
所
管
事
項
な
ど

愛する荒沢岳を眺める

荒沢岳登山道への鎖の取り付け
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７
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

議
案
第
74
号

魚
沼
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再
発
行
に
係

る
料
金
徴
収
の
主
体
が
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
変
更
す
る
こ
と
に
と

も
な
う
も
の
。

問

　再
発
行
の
手
数
料
の
金
額
に
つ
い
て

変
更
後
の
金
額
が
変
わ
る
の
か
。

答

　ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
９
月
の

施
行
前
に
は
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
現

在
は
８
０
０
円
だ
が
、
同
額
程
度
で
調
整

し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
77
号
～
79
号

　財
産
（
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
）
の
取
得
か

ら
、
財
産
（
除
雪
ド
ー
ザ
）
の
取
得
ま
で

の
３
件
は
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
除
雪
車

に
替
わ
り
３
台
新
車
を
購
入
す
る
も
の
。

入
れ
替
え
後
は
、
一
部
予
備
車
と
し
て
使
用
。

※

３
案
は
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
80
号

四
日
町
排
水
ポ
ン
プ
場
土
木
工
事
請
負
契

約
変
更
に
つ
い
て

　本
工
事
は
鉄
道
（
只
見
線
）
近
接
工
事

で
あ
り
、
工
事
施
工
計
画
で
鉄
道
保
安
要

員
を
増
員
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

問

　保
安
要
員
の
労
務
費
が
か
な
り
高
額

の
よ
う
だ
が
、Ｊ
Ｒ
が
関
係
す
る
工
事
と

い
う
こ
と
で
金
額
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答

　金
額
は
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
金
額

で
設
計
し
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策
等
に

つ
い
て
（
産
業
経
済
部
主
要
事
業
経
過
報
告
）

①
　
市
内
３
ス
キ
ー
場
の
運
営
に
つ
い
て

　持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運
営
に
向
け
た

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。
各
ス
キ
ー
場
ご

と
に
、
今
後
発
生
す
る
設
備
の
長
寿
命
化

費
用
を
参
考
に
、
市
へ
の
要
望
と
長
期
事

業
計
画
の
２
点
を
本
年
９
月
ま
で
に
策
定

す
る
こ
と
で
了
承
し
た
。

②
　
魚
沼
市
観
光
振
興
計
画
策
定
に
つ
い
て

　観
光
関
連
10
団
体
の
ほ
か
、
観
光
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
11
名
で
策

定
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。
ま
た
、
各
団

体
か
ら
の
推
薦
委
員
に
よ
る
実
践
部
会
を

開
催
す
る
。

③
　
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
対
策
事
業
に
つ
い
て

　県
が
実
施
し
て
い
る
県
民
宿
泊
割
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
期
間
延
長
に
合
わ
せ
、
当
市

の
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
期
間
も
、
予
算
の

範
囲
内
で
８
月
31
日
ま
で
延
長
し
た
。

④
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

　７
月
４
日
の
発
売
以
来
、
順
調
に
利
用

が
伸
び
て
い
る
。
７
月
20
日
現
在
、
５
万

３
千
冊
の
う
ち
96
％
が
売
れ
、
市
民
か
ら

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑤
　
須
原
ス
キ
ー
場
災
害
復
旧
事
業
に
つ

い
て　今

冬
の
豪
雪
で
、
ク
ワ
ッ
ド
リ
フ
ト
の

防
護
網
が
倒
壊
し
た
災
害
復
旧
工
事
は
、

調
査
委
託
設
計
業
者
を
決
定
し
、
本
年
12

月
中
旬
の
工
事
完
了
を
目
指
し
作
業
に
着

手
し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
リ
フ
ト
支
柱
の

安
全
調
査
を
行
い
問
題
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

３
　
今
後
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　申
し
送
り
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
本
委
員
会
で
調
査
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
た
。

産
業
厚
生
委
員
会
紹
介

　
市
民
福
祉
部
、
福
祉
事
務
所
、
産
業
経

済
部
、
ガ
ス
水
道
局
及
び
農
業
委
員
会
の

所
管
事
項
な
ど

産
業
厚
生
委
員
会
報
告

　政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として交付されるも
のです。交付額は「１人あたり月額8,000円」で、半年毎に２回に分けて交付されます。

1人あたり年額96,000円の使いみちは？

令和2年度令和2年度

　 　

議員は政務活

動費をどのように

使っているのかご

報告します。

　政務活動費の収支報告書を議会ホームペ
ージで公開しています。

魚沼市  政務活動費 検索する

（単位：円）

議員氏名
または会派名

項　　目 内　　　容　（ 経 費 の 範 囲 ）

調査研究費

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事 務 所 費

計

星　　直樹

浅井　宏昭

星野みゆき

大桃　俊彦

大桃　　聰

富永三千敏

志田　　貢

佐藤　敏雄

大平　栄治

渡辺　一美

佐藤　　肇

関矢　孝夫

高野甲子雄

本田　　篤

森島　守人

森山　英敏

岡部　計夫

遠藤　徳一

日本共産党（所属２人）

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

192,000

1,920,000

35,640

15,200

50,840

5,000

15,670

500

5,000

5,000

31,170

76,395

99,426

67,517

36,463

129,175

95,413

123,959

115,926

64,259

33,972

56,000

86,350

219,902

1,204,757

67,300

48,000

73,907

71,255

53,604

61,370

11,160

49,800

33,804

8,184

51,972

20,160

92,400

21,540

664,456

143,695

99,426

120,517

110,370

106,895

182,779

61,370

106,573

123,959

115,926

80,670

98,063

42,656

56,972

76,160

92,400

112,890

219,902

1,951,223

34,630

15,330

53,344

39,028

19,840

96,000

3,600

261,772

交付額
調査研究費 支出計資料購入費広報費研修費

支　　出　　額  （ 支 出 の あ っ た 項 目 ） 収支差引額
（返還額）

会派、または、議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調
査研究及び調査委託に関する経費（交通費、宿泊料等）

会派、または、議員が研修を開催するために必要な経費、団体等が開
催する研修会の参加に要する経費（講師謝金、研修等参加費、交通費等）

会派、または、議員が行う活動、市政について住民に報告するた
めに要する経費（広報紙・報告書等印刷費、文書通信費、会場費等）

会派、または、議員が行う住民からの市政及び会派又は議員の活動に対する
要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費（資料印刷費、会場費等）

会派、または、議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費（資
料印刷費、文書通信費、交通費等）

会派、または、議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会
等各種会議への参加に要する経費（会場費、資料印刷費、参加費等）

会派、または、議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経
費（印刷製本代、リース代等）

会派、または、議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に
要する経費（書籍購入費、新聞雑誌購読料等）

会派、または、議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費（賃
金等）

会派、または、議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に
関する経費（事務所の賃貸料、維持管理費等）
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７
月
21
日
に
委
員
会
を
開
催
し
た
。

１
　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査

議
案
第
74
号

魚
沼
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
再
発
行
に
係

る
料
金
徴
収
の
主
体
が
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
変
更
す
る
こ
と
に
と

も
な
う
も
の
。

問

　再
発
行
の
手
数
料
の
金
額
に
つ
い
て

変
更
後
の
金
額
が
変
わ
る
の
か
。

答

　ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
９
月
の

施
行
前
に
は
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
現

在
は
８
０
０
円
だ
が
、
同
額
程
度
で
調
整

し
て
い
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
77
号
～
79
号

　財
産
（
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
）
の
取
得
か

ら
、
財
産
（
除
雪
ド
ー
ザ
）
の
取
得
ま
で

の
３
件
は
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
除
雪
車

に
替
わ
り
３
台
新
車
を
購
入
す
る
も
の
。

入
れ
替
え
後
は
、
一
部
予
備
車
と
し
て
使
用
。

※

３
案
は
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

議
案
第
80
号

四
日
町
排
水
ポ
ン
プ
場
土
木
工
事
請
負
契

約
変
更
に
つ
い
て

　本
工
事
は
鉄
道
（
只
見
線
）
近
接
工
事

で
あ
り
、
工
事
施
工
計
画
で
鉄
道
保
安
要

員
を
増
員
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

問

　保
安
要
員
の
労
務
費
が
か
な
り
高
額

の
よ
う
だ
が
、Ｊ
Ｒ
が
関
係
す
る
工
事
と

い
う
こ
と
で
金
額
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答

　金
額
は
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
金
額

で
設
計
し
て
い
る
。

※

原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

２
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済
対
策
等
に

つ
い
て
（
産
業
経
済
部
主
要
事
業
経
過
報
告
）

①
　
市
内
３
ス
キ
ー
場
の
運
営
に
つ
い
て

　持
続
可
能
な
ス
キ
ー
場
運
営
に
向
け
た

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。
各
ス
キ
ー
場
ご

と
に
、
今
後
発
生
す
る
設
備
の
長
寿
命
化

費
用
を
参
考
に
、
市
へ
の
要
望
と
長
期
事

業
計
画
の
２
点
を
本
年
９
月
ま
で
に
策
定

す
る
こ
と
で
了
承
し
た
。

②
　
魚
沼
市
観
光
振
興
計
画
策
定
に
つ
い
て

　観
光
関
連
10
団
体
の
ほ
か
、
観
光
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
11
名
で
策

定
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。
ま
た
、
各
団

体
か
ら
の
推
薦
委
員
に
よ
る
実
践
部
会
を

開
催
す
る
。

③
　
コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
対
策
事
業
に
つ
い
て

　県
が
実
施
し
て
い
る
県
民
宿
泊
割
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
期
間
延
長
に
合
わ
せ
、
当
市

の
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
の
期
間
も
、
予
算
の

範
囲
内
で
８
月
31
日
ま
で
延
長
し
た
。

④
　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

　７
月
４
日
の
発
売
以
来
、
順
調
に
利
用

が
伸
び
て
い
る
。
７
月
20
日
現
在
、
５
万

３
千
冊
の
う
ち
96
％
が
売
れ
、
市
民
か
ら

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑤
　
須
原
ス
キ
ー
場
災
害
復
旧
事
業
に
つ

い
て　今

冬
の
豪
雪
で
、
ク
ワ
ッ
ド
リ
フ
ト
の

防
護
網
が
倒
壊
し
た
災
害
復
旧
工
事
は
、

調
査
委
託
設
計
業
者
を
決
定
し
、
本
年
12

月
中
旬
の
工
事
完
了
を
目
指
し
作
業
に
着

手
し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
リ
フ
ト
支
柱
の

安
全
調
査
を
行
い
問
題
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

３
　
今
後
の
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

　申
し
送
り
を
受
け
た
事
項
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
本
委
員
会
で
調
査
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
た
。

産
業
厚
生
委
員
会
紹
介

　
市
民
福
祉
部
、
福
祉
事
務
所
、
産
業
経

済
部
、
ガ
ス
水
道
局
及
び
農
業
委
員
会
の

所
管
事
項
な
ど

産
業
厚
生
委
員
会
報
告

　政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として交付されるも
のです。交付額は「１人あたり月額8,000円」で、半年毎に２回に分けて交付されます。

1人あたり年額96,000円の使いみちは？

令和2年度令和2年度

　 　

議員は政務活

動費をどのように

使っているのかご

報告します。

　政務活動費の収支報告書を議会ホームペ
ージで公開しています。

魚沼市  政務活動費 検索する

（単位：円）

議員氏名
または会派名

項　　目 内　　　容　（ 経 費 の 範 囲 ）

調査研究費

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要請・陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事 務 所 費

計

星　　直樹

浅井　宏昭

星野みゆき

大桃　俊彦

大桃　　聰

富永三千敏

志田　　貢

佐藤　敏雄

大平　栄治

渡辺　一美

佐藤　　肇

関矢　孝夫

高野甲子雄

本田　　篤

森島　守人

森山　英敏

岡部　計夫

遠藤　徳一

日本共産党（所属２人）

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

96,000

192,000

1,920,000

35,640

15,200

50,840

5,000

15,670

500

5,000

5,000

31,170

76,395

99,426

67,517

36,463

129,175

95,413

123,959

115,926

64,259

33,972

56,000

86,350

219,902

1,204,757

67,300

48,000

73,907

71,255

53,604

61,370

11,160

49,800

33,804

8,184

51,972

20,160

92,400

21,540

664,456

143,695

99,426

120,517

110,370

106,895

182,779

61,370

106,573

123,959

115,926

80,670

98,063

42,656

56,972

76,160

92,400

112,890

219,902

1,951,223

34,630

15,330

53,344

39,028

19,840

96,000

3,600

261,772

交付額
調査研究費 支出計資料購入費広報費研修費

支　　出　　額  （ 支 出 の あ っ た 項 目 ） 収支差引額
（返還額）

会派、または、議員が行う市の事務、地方行財政等に関する調
査研究及び調査委託に関する経費（交通費、宿泊料等）

会派、または、議員が研修を開催するために必要な経費、団体等が開
催する研修会の参加に要する経費（講師謝金、研修等参加費、交通費等）

会派、または、議員が行う活動、市政について住民に報告するた
めに要する経費（広報紙・報告書等印刷費、文書通信費、会場費等）

会派、または、議員が行う住民からの市政及び会派又は議員の活動に対する
要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費（資料印刷費、会場費等）

会派、または、議員が要請、陳情活動を行うために必要な経費（資
料印刷費、文書通信費、交通費等）

会派、または、議員が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会
等各種会議への参加に要する経費（会場費、資料印刷費、参加費等）

会派、または、議員が行う活動に必要な資料の作成に要する経
費（印刷製本代、リース代等）

会派、または、議員が行う活動に必要な図書、資料等の購入に
要する経費（書籍購入費、新聞雑誌購読料等）

会派、または、議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費（賃
金等）

会派、または、議員が行う活動に必要な事務所の設置、管理に
関する経費（事務所の賃貸料、維持管理費等）
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　都
内
で
勤
め
て
い
た
頃
、
通
勤
中
に
電

車
の
窓
か
ら
眺
め
て
い
た
景
色
は
高
い
ビ

ル
ば
か
り
で
、
仕
事
で
疲
れ
た
時
や
落
ち

込
ん
だ
時
に
は
、
そ
の
ず
っ
と
先
に
あ
る

地
元
、
守
門
の
山
々
を
思
い
出
し
て
は
癒

さ
れ
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら

見
て
き
た
四
季
折
々
の
景
色
は
い
つ
も
心

の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
魚
沼
須

原
ス
キ
ー
場
の
山
頂
か
ら
の
景
色
は
最
高

で
、
紅
葉
し
た
山
々
が
夕
日
で
さ
ら
に
赤

く
染
ま
っ
た
時
の
雄
大
さ
や
、
冬
の
晴
れ

た
日
の
小
出
方
面
を
遠
く
ま
で
見
渡
せ
る

爽
快
な
雪
景
色
を
見
る
と
、
い
い
と
こ
ろ

だ
な
ぁ
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

　今
で
は
、
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
一
年
を
通
し
て
山
で
遊
ん
で

い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
が
身
近
に
あ
る
こ

と
に
感
謝
し
、
守
門
の
素
敵
な
景
色
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
を
通
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
昨
年
の
９
月
か
ら

「
茶
の
間
の
会
」
が
中
止
に
な
り
こ
の
８

月
で
１
年
に
な
り
ま
す
。

　老
若
男
女
が
月
に
１
回
集
ま
り
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
情
報
収
集
の
場
と
し
て
楽

し
く
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
集

ま
る
こ
と
が
で
き
ず
に
残
念
で
す
。
今
年

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り
、
テ
レ
ビ
で
応

援
を
し
て
い
ま
す
が
、
開
催
が
１
年
延
び

た
こ
と
で
力
を
発
揮
で
き
な
い
選
手
が
か

わ
い
そ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。「
茶
の

間
の
会
」
も
年
寄
り
に
と
っ
て
は
、
ボ
ケ

防
止
に
有
効
な
場
で
あ
り
、
若
い
人
に
は

昔
の
歴
史
を
知
る
場
に
有
効
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
笑
い
も
あ
り
、
料
理
も
あ
り
、

そ
れ
を
つ
ま
み
に
、変
わ
っ
て
ゆ
く
も
の
、

変
わ
ら
な
い
で
良
い
も
の
な
ど
時
代
の
多

様
性
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。
魚
沼
市
も
都

会
の
波
に
の
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
自
然
の

良
さ
と
人
の
良
さ
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
コ
ロ
ナ
後
は
観
光
客
が
日
本
の
内
外

を
問
わ
ず
訪
れ
、
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
魚
沼
市
議
会

と
議
員
一
人
ひ
と
り
が
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
に
対
す
る
不
安
や
、
将
来

へ
の
不
安
は
市
民
の
誰
も
が

感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
対
す
る
一
定
の

答
え
を
、
我
々
市
議
会
議
員

が
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
様
々
な
角
度
か

ら
の
議
論
が
議
会
の
中
で
行

わ
れ
る
よ
う
に
、
当
委
員
会

も
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。「
こ
ん
に
ち
は

　魚

沼
市
議
会
で
す
」
が
リ
ア
ル

な
議
会
の
模
様
を
伝
え
、
議

員
と
市
民
が
縦
横
に
身
近
な

問
題
、
市
政
や
魚
沼
市
の
将

来
に
つ
い
て
大
い
に
語
る
姿

も
表
現
し
た
い
と
思
い
ま

す
。市
民
に
広
く
親
し
ま
れ
、

お
互
い
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

が
で
き
る
紙
面
づ
く
り
を
行

っ
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

（
大
平
恭
児
）

あ
と
が
き

市
民
の
声

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
街
づ
く
り
を

三
渕
沢

佐
藤
咲
恵
さ
ん

守
門
っ
て
、
い
い
と
こ
ろ

新
保

　
和
田
冨
貴
子
さ
ん

魚沼市議会
こんにちは

です
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わが校
自慢

山崎うさきさん「蝶の夢世界」堀之内中学校　１年

議会TOPICS
お弁当を食べて飲食店を支援
　コロナ禍でダメージを受ける飲食店を応援しよ
うと、本会議中の昼食に市内飲食店のお弁当を利
用しています。議場内では白熱した議論が交わさ
れますが、昼食休憩では色とりどりのおかずにホッ
と一息つくことができます。

　堀
之
内
中
学
校
の
自
慢
は
生
徒
が
地

域
、保
護
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、元
気

で
明
る
い
挨
拶
を
し
、充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　今
年
度
は
一
人
一
端
末
の
整
備
が
進

み
、朝
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
時
間
に
P
C
で

ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
習
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。授
業
中
の

使
用
を
は
じ
め
、自
宅
に
持
ち
帰
っ

て
の
活
用
も
始
め
て
い
ま
す
。ア
ン

ケ
ー
ト「
学
校
に
提
案
し
よ
う
！
」で

寄
せ
ら
れ
た
生
徒
の
声
を
生
か
し
、

中
庭
の
噴
水
が
約
10
年（
？
）ぶ
り
に

復
活
し
ま
し
た
。今
後
も
様
々
な
場

面
で
の
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ゆーパーク薬師 元気すもんゆーパーク薬師

かねきかねきレストラン朱鷺レストラン朱鷺

元気すもん

7月のお弁当を紹介します
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